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名古屋 2015 年 12 月 2日 

内野 基, 坂東俊宏, 広瀬 慧, 平田晃
弘, 蝶野晃弘, 佐々木寛文, 堀尾勇規, 池
内浩基 

炎症性腸疾患における人工肛門造設, 
閉鎖の工夫．(ビデオワークショップ 
特別演題) 

第 77 回日本臨床外科学会
総会 

福岡 2015 年 11 月 27 日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 広瀬 
慧, 平田晃弘, 佐々木寛文, 蝶野晃弘, 堀
尾勇規, 竹末芳生, 冨田尚裕 

内科的治療法の選択肢の増加に伴い, 
クローン病の再手術率は減少している
のか．(ワークショップ 特別演題) 

第 77 回日本臨床外科学会
総会 

福岡 2015 年 11 月 27 日 

慶田義雄, 河野友彰, 戸澤勝之, 西井謙
夫, 原 謙, 小川智広, 山﨑尊久, 奥川卓
也, 近藤 隆, 池原久朝, 上山茂充, 富田
寿彦, 大島忠之, 福井広一, 樋田信幸, 中
村志郎, 渡 二郎, 池内浩基, 三輪洋人 

診断的 EMR、ESD を施行した潰瘍性大腸
炎合併腫瘍の検討．(シンポジウム・ワ
ークショップ・パネル) 

第 33 回日本大腸検査学会
総会 

東京 2015 年 11 月 7日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 広瀬 
慧, 平田晃弘, 蝶野晃弘, 佐々木寛文, 堀
尾勇規 

クローン病で再手術となる症例の病変
部位の検討．(デジタルポスターセッシ
ョン) 

JDDW 2015 第 57 回日本消
化器病学会大会 

東京 2015 年 10 月 10 日 

内野 基, 坂東俊宏, 池内浩基 人工肛門造設時における縫合とロッド
の必要性に関する検討．(メディカルス
タッフプログラム) 

第 13 回日本消化器外科学
会大会 

東京 2015 年 10 月 10 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
池内浩基, 坂東俊宏, 内野 基 潰瘍性大腸炎手術症例の現状と手術の

タイミング．(シンポジウム) 
第 57 回日本消化器病学会
大会・第 90 回日本消化器
内視鏡学会総会・第 13回
日本消化器外科学会大会 

東京 2015 年 10 月 08 日 

平田晃弘, 池内浩基, 内野 基, 坂東俊
宏, 広瀬 慧, 蝶野晃弘, 佐々木寛文, 堀
尾勇規 

潰瘍性大腸炎術後に残存肛門管に発癌
を認めた 1例 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 09 月 14 日 

蝶野晃弘, 内野 基, 堀尾勇規, 佐々木寛
文, 平田晃弘, 広瀬 慧, 坂東俊宏, 池内
浩基, 竹末芳生 

潰瘍性大腸炎手術時の loop ileostomy
における outlet obstruction 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 09 月 14 日 

堀尾勇規, 内野 基, 佐々木寛文, 蝶野晃
弘, 平田晃弘, 広瀬 慧, 坂東俊宏, 池内
浩基 

高齢者潰瘍性大腸炎に対する手術症例
の検討 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 09 月 14 日 

松原長秀, 山野智基, 内野 基, 野田雅
史, 池内浩基, 冨田尚裕 

長期経過例の潰瘍性大腸炎に発生する
異型粘膜病変および癌の新しい診断法
の開発 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 09 月 14 日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 広瀬 
慧, 平田晃弘, 蝶野晃弘, 佐々木寛文, 堀
尾勇規 

サーベイランスからみた, 炎症性腸疾
患発癌症例の予後．(パネルディスカッ
ション) 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 09 月 14 日 

内野 基, 坂東俊宏, 広瀬 慧, 平田晃
弘, 佐々木寛文, 蝶野晃弘, 中村志郎, 池
内浩基 

周術期死亡症例からみた高齢潰瘍性大
腸炎の術式選択と予後予測．(パネルデ
ィスカッション) 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 09 月 14 日 

内野 基, 塚本 潔, 坂東俊宏, 広瀬 
慧, 平田晃弘, 蝶野晃弘, 佐々木寛文, 堀
尾勇規, 冨田尚裕, 池内浩基 

大腸全摘, 回腸嚢肛門吻合術における
小開腹手術, 腹腔鏡手術の比較検討．
(ビデオパネルディスカッション) 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 09 月 13 日 

池内浩基 IBD に合併する癌手術症例の現状 平成 27年度日本消化管学
会教育集会 

博多 2015 年 09 月 06 日 

内野 基, 池内浩基 潰瘍性大腸炎における小開腹大腸全
摘, 回腸嚢肛門吻合術 

第 28 回日本小切開・鏡視
外科学会 

福岡 2015 年 09 月 05 日 

佐々木寛文, 平田晃弘, 広瀬 慧, 坂東俊
宏, 松岡宏樹, 内野 基, 池内浩基, 冨田
尚裕 

【Colitis-associated cancer の診断と
治療】クローン病に合併する発癌症例
の検討．(要望演題) 

第 70 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 07 月 17 日 

池内浩基, 内野 基, 松岡宏樹, 坂東俊
宏, 広瀬 慧, 平田晃弘, 蝶野晃弘, 佐々
木寛文 

潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘・J型回
腸嚢肛門吻合術．(要望演題・ビデオ) 

第 70 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 07 月 16 日 

内野 基, 松岡宏樹, 坂東俊宏, 広瀬 
慧, 蝶野晃弘, 平田晃弘, 佐々木寛文, 竹
末芳生, 池内浩基 

Proper timing of surgery for 
ulcerative colitis. (ワークショッ
プ) 

第 70 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 07 月 15 日 

平田晃弘, 内野 基, 松岡宏樹, 坂東俊
宏, 広瀬 慧, 蝶野晃弘, 佐々木寛文, 冨
田尚裕, 竹末芳生, 池内浩基 

小児潰瘍性大腸炎術後における長期予
後の検討 

第 70 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 07 月 15 日 

蝶野晃弘, 内野 基, 佐々木寛文, 平田晃
弘, 広瀬 慧, 坂東俊宏, 松岡宏樹, 池内
浩基, 竹末芳生, 冨田尚裕 

当科における腸管型ベーチェット病手
術症例の検討 

第 70 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 07 月 15 日 

広瀬 慧, 内野 基, 蝶野晃弘, 池内浩基 子宮広間膜ヘルニア嵌頓により絞扼性
イレウスを発症した潰瘍性大腸炎の 1
例 

第 40 回日本外科系連合学
会学術集会 

東京 2015 年 06 月 19 日 

蝶野晃弘, 内野 基, 広瀬 慧, 池内浩基 手術摘出標本により新たに直腸癌合併
を認めた colitic cancer 合併潰瘍性大
腸炎の 1例 

第 40 回日本外科系連合学
会学術集会 

東京 2015 年 06 月 18 日 

広瀬 慧, 池内浩基, 松岡宏樹, 坂東俊
宏, 内野 基, 平田晃弘, 佐々木寛文, 蝶
野晃弘 

小児潰瘍性大腸炎手術症例の検討 第 40 回日本外科系連合学
会学術集会 

東京 2015 年 06 月 18 日 

内野 基, 松岡宏樹, 池内浩基 潰瘍性大腸炎手術, 術後感染症に対す
る多剤免疫抑制治療の影響．(パネルデ
ィスカッション) 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 04 月 25 日 

池内浩基, 内野 基, 松岡宏樹 手術症例からみた colitic cancer 症例
の現状．(ワークショップ) 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 04 月 25 日 

髙川哲也, 堀 和敏, 佐藤寿行, 奥 順
介, 河合幹夫, 中村美咲, 上小鶴孝二, 横
山陽子, 宮嵜孝子, 飯室正樹, 福永 健, 
樋田信幸, 池内浩基, 中村志郎 

B 型肝炎治療薬プロパゲルマニウムの
炎症性腸疾患に対する有効性 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 04 月 23 日 

池内浩基, 内野 基, 松岡宏樹, 坂東俊
宏, 平田晃弘, 広瀬 慧, 蝶野晃弘, 佐々
木寛文 

炎症性腸疾患に合併する発癌症例に対
する外科的治療の現状．(パネルディス
カッション) 

第 115 回日本外科学会定
期学術集会 

名古屋 2015 年 04 月 17 日 

内野 基, 池内浩基 診断に苦慮した出血性大腸炎の緊急手
術症例 

第 51 回日本腹部救急医学
会総会 

京都(国立京
都国際会館) 

2015 年 03 月 05 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
池内浩基, 内野 基, 松岡宏樹, 坂東俊
宏, 広瀬 慧,平田晃弘, 蝶野晃弘, 佐々
木寛文 

80 歳を超える超高齢者潰瘍性大腸炎手
術症例の現状．(パネルディスカッショ
ン) 

第 51 回日本腹部救急医学
会総会 

京都(国立京
都国際会館) 

2015 年 03 月 05 日 

松岡宏樹, 内野 基, 中村志郎, 池内浩基 UC 関連大腸癌手術症例の臨床病理学的
特徴とサーベイランスの効果．(パネル
ディスカッション) 

日本消化器病学会近畿支
部第 102 回例会 

京都(京都テ
ルサ) 

2015 年 02 月 21 日 

樋田信幸, 内野 基, 池内浩基, 中村志郎 欧米のガイドラインで推奨されるサー
ベイランス開始前に潰瘍性大腸炎に発
生する大腸癌の臨床像．(パネルディス
カッション) 

日本消化器病学会近畿支
部第 102 回例会 

京都(京都テ
ルサ) 

2015 年 02 月 21 日 

池内浩基, 内野 基, 松岡宏樹, 坂東俊
宏, 広瀬 慧, 平田晃弘, 蝶野晃弘, 佐々
木寛文 

炎症性腸疾患 2「手術・検査など」高齢
者, 超高齢者, 潰瘍性大腸炎手術症例
の臨床的特徴 

第 11 回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2015 年 02 月 13 日 

内野 基, 松岡宏樹, 坂東俊宏, 広瀬 
慧, 平田晃弘, 蝶野晃弘, 佐々木寛文, 樋
田信幸, 中村志郎, 池内浩基 

炎症性腸疾患：「内科, 外科からみた
IBD 手術後の問題点」潰瘍性大腸炎術
後, 瘻孔病変を合併した難治性回腸嚢
炎の治療．(コアシンポジウム) 

第 11 回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2015 年 02 月 13 日 

Ohmiya N, Watanabe K, Shimatani Masaki, 
Wakamatsu T, Okazaki K, Esaki M, 
Matsumoto T, Abe T, Hosoe N, Kanai T, 
Ohtsuka K, Watanabe M, Ikeda K, Tajiri H, 
Nakamura M, Goto H, Tsujikawa T, Ogata H 

Usefulness of new 
algorithm-implemented 
readingsoftware for small-bowel 
capsule endoscopy 

UEGW 2015 Spain 2015 年 10 月 27 日 

細江直樹, 長沼 誠, 緒方晴彦 プロトタイプシングルバルーン小腸内
視鏡を使用した過誤腫性小腸ポリープ
の拡大観察 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会総会 

名古屋 2015 年 5月 31 日 

Tadakazu Hismatsu, Nobukazu Ono, Akira 
Imaizumi, Maiko Mori , Hiroaki Suzuki, 
Michihide Uo, Masaki Hashimoto, Makoto 
Naganuma, Katsuyoshi Matsuoka, Shinta 
Mizuno Mina T. Kitazume, Tomoharu Yajima, 
Haruhiko Ogata, Yasushi Iwao, Toshifumi 
Hibi, Takanori Kanai 

Decreased Plasma Histidine Level 
Predicts Risk of Relapse in 
Ulcerative Colitis 

ACG 2015 Hawai, USA 2015 年 
10 月 16 日-23 日 

Kiyoto Mori, Tadakazu Hisamatsu, Hiroaki 
Suzuki, Mina Kitazume, Katsuyoshi 
Shimamura, Nobuhiro Nakamoto, Hirotoshi 
Ebinuma, Katsuyoshi Matsuoka, Makoto 
Naganuma, Takanori Kanai 

Inflammatory macrophages response to 
stimulation by Curdlan 
(beta-1,3-glucan) and may 
contributes to the pathogenesis of 
inflammatory bowel disease 

DDW2015 Washington 
D.C. USA 

2015 年 5月 18 日 

Makoto Naganuma, Naohisa Yahagi, Rieko 
Bessho, Ai Fujimoto, Naoki Hosoe, 
Kazuhiro Kashiwagi, Tadakazu Hisamatsu, 
Haruhiko Ogata, Takanori Kanai 

Evaluation of severity using 
endoscopic dual red imaging 
targeting submucosal vessel in 
patients with ulcerative 

DDW2015 Washington 
D.C. USA 

2015 年 5月 17 日 

Makoto Naganuma, Yasushi Iwao, Nagamu 
Inoue, Katsuyoshi Matsuoka, Tadakazu 
Hisamatsu, Haruhiko Ogata, Takanori 
Kanai 

Diagnosis of ulcerative 
colitis-associated intraepithelial 
neoplasia using magnifying endoscopy 

DDW2015 Washington 
D.C. USA 

2015 年 5月 17 日 

Keiichiro Saigusa, Tadakazu Hisamatsu, 
Mari Arai, Hiroki Kiyohara, Shinya 
Sugimoto, Kiyoto Mori, Kozue Takeshita, 
Kosaku Nanki, Makoto Naganuma, Tatsuya 
Takeshita, Yoshihiro Nakazato, Tomoharu 
Yajima, Nagamu Inoue, Haruhiko Ogata, 
Yasushi Iwao, Takanori Kanai 

Usefulness of the lcerative Colitis 
Endoscopic Index of Severity for 
evaluating scopic activity of 
cerative colitis patients treated 
with infliximab 

DDW2015 Washington 
D.C. USA 

2015 年 5月 16 日 

Katsuyoshi Matsuoka, Makoto Naganuma, 
Takanori Kanai 

New drug development for 
inflammatory bowel disease in Japan: 
an example of collaboration among 
academia, industry, and government 

第 101 回日本消化器病学
会 

宮城 2015 年 4月 25 日 

新﨑信一郎, 飯島英樹, 竹原徹郎, 水野慎
大, 金井隆典, 松岡克善, 渡辺 守, 世良
田聡, 仲 哲治 

新規 IBD 血清マーカーLRG と潰瘍性大
腸炎における内視鏡的活動性との関連 

平成 27年度第 2回総会 東京 2016 年 1月 22 日 

鈴木康夫, 竹内 健, 渡辺 守, 長堀正
和, 高後 裕, 蘆田知史, 藤谷幹浩, 稲場
勇平, 中村志郎, 福島浩平, 松井敏幸, 藤
山佳秀, 穂刈量太, 金井隆典, 藤井久男 

IBD を専門とする消化器医育成プログ
ラムの開発-IBD 病診連携ネットワーク
による北海道コホート研究の総括と今
後の展望 

平成 27年度第 2回総会 東京 2016 年 1月 21 日 

長堀正和, 藤谷幹浩 , 穂苅量太, 中村志
郎, 金井隆典 , 藤井久男 , 竹内 健 , 
鈴木康夫 

「国民・患者・一般臨床医に対する啓
発・広報活動」の報告と今後の方向性
に関する提案 

平成 27年度第 2回総会 東京 2016 年 1月 21 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
中村志郎, 松井敏幸, 杉田 昭, 余田 
篤, 安藤 朗, 金井隆典, 長堀正和, 樋田
信幸, 穂苅量太, 渡辺憲治, 仲瀬裕志, 竹
内 健, 上野義隆, 福島浩平, 二見喜太
郎, 鈴木康夫 

治療の標準化を目指した潰瘍性大腸炎
治療指針の改訂 

平成 27年度第 2回総会 東京 2016 年 1月 21 日 

中村志郎, 松井敏幸, 杉田 昭, 余田 
篤, 安藤 朗, 金井隆典, 長堀正和, 樋田
信幸, 穂苅量太, 渡辺憲治, 仲瀬裕志, 竹
内 健, 上野義隆, 福島浩平, 二見喜太
郎, 鈴木康夫 

治療の標準化を目指したクローン病治
療指針の改訂 

平成 27年度第 2回総会 東京 2016 年 1月 21 日 

松岡克善, 長沼 誠, 金井隆典, 日比紀
文, 渡辺 守, 樋田信幸, 松浦 稔, 猿田
雅之, 朝倉敬子, 鈴木康夫 

多施設共同臨床試験「難治性潰瘍性大
腸炎に対するタクロリムスとインフリ
キシマブの治療効果比較試験」 

平成 27年度第 2回総会 東京 2016 年 1月 21 日 

緒方晴彦, 細江直樹, 長沼 誠, 金井 隆
典, 松岡克善, 荒木昭博, 渡辺 守, 小林 
拓, 中野 雅, 日比紀文, 吉田篤史, 遠藤 
豊, 上野文昭, 竹内 健, 鈴木康夫 

潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内
視鏡の有用性とアトラス作成の試み 

平成 27年度第 2回総会 東京 2016 年 1月 21 日 

緒方晴彦, 細江直樹, 長沼 誠, 金井隆
典, 久松理一, 梁井俊一, 松本主之 

非特異性多発性小腸潰瘍症の内視鏡像
とアトラス作成の試み 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

久松理一, 島村克好, 金井隆典, 杉浦悠毅 質量分析法を用いた組織内代謝解析に
よる小腸潰瘍症病態解明 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

金井隆典, 林 篤史 腸内細菌叢由来代謝産物の変化による
皮膚疾患への影響 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

長堀正和, 藤谷幹浩 , 穂苅量太, 中村志
郎, 金井隆典 , 藤井久男 , 竹内 健 , 
鈴木康夫 

「国民・患者・一般臨床医に対する啓
発・広報活動」の報告と提案 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

上野文昭, 渡邉聡明, 井上 詠, 小俣富美
雄, 加藤 順, 国崎玲子, 小金井一隆, 小
林清典, 小林健二, 猿田雅之, 仲瀬裕志, 
長堀正和, 平井郁仁, 本谷 聡, 松井敏
幸, 渡辺 守, 金井隆典, 高橋賢一, 野口
善令, 渡辺憲治 

炎症性腸疾患診療ガイドライン改訂初
案と評価経過 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

中村志郎, 松井敏幸, 杉田 昭, 余田 
篤, 安藤 朗, 金井隆典, 長堀正和, 樋田
信幸, 穂苅量太, 渡辺憲治, 仲瀬裕志, 竹
内 健, 上野義隆, 福島浩平, 二見喜太
郎, 鈴木康夫 

治療の標準化を目指した潰瘍性大腸炎
治療指針の改訂 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

中村志郎, 松井敏幸, 杉田 昭, 余田 
篤, 安藤 朗, 金井隆典, 長堀正和, 樋田
信幸, 穂苅量太, 渡辺憲治, 仲瀬裕志, 竹
内 健, 上野義隆, 福島浩平, 二見喜太
郎, 鈴木康夫 

治療の標準化を目指したクローン病治
療指針の改訂 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

南木康作, 水野慎大, 松岡克善, 清原裕
貴, 新井万里, 大野恵子, 牟田口真, 杉本
真也, 森 清人, 中里圭宏, 緒方晴彦, 長
沼 誠, 金井隆典 

難治性腸疾患に対する健常人糞便移植
の安全性および有効性の検討(進捗状
況) 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

緒方晴彦, 細江直樹, 長沼 誠, 金井隆
典, 松岡克善, 荒木昭博, 渡辺 守, 小林 
拓, 中野 雅, 日比紀文, 遠藤 豊, 上野
文昭, 竹内 健, 鈴木康夫 

潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内
視鏡の有用性とアトラス作成の試み 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

渡辺憲治, 渡部公彦, 山上博一, 竹内 
健, 石川ルミ子, 鈴木康夫, 矢野智則, 山
本博徳, 長沼 誠, 金井隆典, 奧田茂男, 
日比紀文, 大塚和朗, 北詰良雄, 渡辺 
守, 別府剛志, 平井郁仁, 松井敏幸, 櫻庭
裕丈, 石黒 陽, 加藤真吾, 馬場重樹, 安
藤 朗, 穂苅量太, 内山和彦, 髙木智久, 
内藤裕二, 桑木光太郎, 光山慶一, 沼田政
嗣, 長坂光夫, 大宮直木,  前本篤男, 吉
田篤史, 遠藤 豊, 上野文昭 

クローン病粘膜病変に対するバルーン
小腸内視鏡と MRE の比較試験 Progress 
Study:国内多施設共同試験 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

渡邉聡明, 畑 啓介, 味岡洋一, 武林 
亨, 友次直輝, 井上永介, 安藤 朗, 池内
浩基, 岡崎和一, 緒方晴彦, 金井隆典, 杉
田 昭, 仲瀬裕志, 中野 雅, 長堀正和, 
中村志郎, 西脇祐司, 福島浩平, 穂苅量
太, 松井敏幸, 松本主之, 渡辺 守, 日比
紀文, 鈴木康夫 

潰瘍性大腸炎に対する癌サーベイラン
ス法の確立 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
渡邉聡明, 畑 啓介, 杉田 昭, 池内浩
基, 福島浩平, 二見喜太郎, 楠 正人, 藤
井久男, 水島恒和, 板橋道朗, 木村英明, 
安藤 朗, 岡崎和一, 緒方晴彦, 金井隆
典, 仲瀬裕志, 中野雅, 長堀正和, 中村志
郎, 西脇祐司, 穂刈量太, 松井敏幸, 松本
主之, 鈴木康夫 

外科手術例からみた潰瘍性大腸炎癌合
併例における臨床病理学的検討 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

穂苅量太, 高本俊介, 渡辺知佳子, 三浦総
一郎, 田中浩紀, 本谷 聡, 松本史弘, 長
堀正和, 渡辺 守, 松岡克善, 金井隆典, 
横山 薫, 小林清典, 谷田諭史, 瀬戸山 
仁, 藤田 浩, 坪内博仁, 高橋晴彦, 松井
敏幸, 加藤真吾 

高齢者炎症性腸疾患診療の現状把握―
多施設共同研究の経過報告と今後の展
望― 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

穂苅量太, 渡辺知佳子, 高本俊介, 三浦総
一郎, 本谷 聡, 松本主之, 梁井俊一, 松
岡克善, 長堀正和, 渡辺 守, 長沼 誠, 
金井隆典, 小林 拓, 日比紀文, 米沢麻利
亜, 飯塚文瑛, 吉村直樹, 杉田 昭, 小金
井一隆, 国崎玲子, 小林清典, 横山 薫, 
仲瀬裕志, 中村志郎, 安藤 朗, 渡辺憲
治, 山上博一, 北村和哉, 加賀谷尚史, 石
原俊治, 山岡莉乃, 松井敏幸 

妊娠出産の転帰と治療内容に関する多
施設共同研究 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

松岡克善, 長沼 誠, 金井隆典, 日比紀
文, 渡辺 守, 樋田信幸, 松浦 稔, 猿田
雅之, 朝倉敬子, 鈴木康夫 

多施設共同臨床試験「難治性潰瘍性大
腸炎に対するタクロリムスとインフリ
キシマブの治療効果比較試験」 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

長沼 誠, 清原裕貴, 新井万里, 大野恵
子, 牟田口 真, 杉本真也, 森 清人, 南
木康作, 水野慎大, 中里圭宏, 緒方晴彦, 
岩男 泰, 金井隆典 

カプセル化された漢方薬青薫の潰瘍性
大腸炎に対する有用性に関する検討
(多施設共同研究にむけて) 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

長沼 誠, 金井隆典, 佐々木誠人, 城 卓
志, 光山慶一, 内藤祐二, 山本博徳, 小林 
拓, 藤谷幹浩, 加藤真吾, 長田太郎, 花井 
洋, 本谷 聡, 飯島英樹, 渡辺憲治, 横山
純二, 飯塚文瑛, 松岡克善, 渡辺 守, 遠
藤 豊, 市川仁志, 穂苅量大, 竹内義明, 
猿田雅之, 横山 薫, 竹内 健, 鈴木康夫 

潰瘍性大腸炎患者における血清バイオ
マーカー、便中カルプロテクチン、便
潜血反応と中長期予後との関連の検討
(進捗状況) 

平成 27年度第 1回総会 東京 2015 年 7月 24 日 

長沼 誠, 岩男 泰, 金井隆典 潰瘍性大腸炎合併大腸癌初期病変の内
視鏡像の検討 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会 

愛知 2015 年 5月 31 日 

久松理一, 細江直樹, 金井隆典 非特異性多発性小腸潰瘍症の診断にお
ける内視鏡下生検の意味 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会 

愛知 2015 年 5月 31 日 

新井万里, 長沼 誠, 金井隆典 臨床的寛解潰瘍性大腸炎患者における
Ulcerative Colitis Endoscopic Index 
of Severity(UCEIS)による中長期予後
の検討 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会 

愛知 2015 年 5月 29 日 

金井隆典, 長沼 誠, 岩男 泰 潰瘍性大腸炎合併大腸癌・dysplasia
の内視鏡的危険因子の検討 

第 101 回日本消化器病学
会 

宮城 2015 年 4月 25 日 

久松理一, 細江直樹, 金井隆典 SLCO2A1 変異による PG輸送障害と非特
異性多発性小腸潰瘍症 

第 101 回日本消化器病学
会 

宮城 2015 年 4月 25 日 

Akira Sugita Cancer surveillance in IBD 15th Asia Pacific 
Federation of 

Coloproctology Congress 
2015 

Melbourne, 
Au 

2015 年 10 月 5日 

辰巳健志, 杉田 昭, 小金井一隆, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 木村英明, 荒井
勝彦, 福島恒男 

化学療法により脱分化したと考えられ
る colitic cancer の 1 例 

第 77 回日本臨牀外科学会
総会 

福岡 2015 年 11 月 28 日 

二木 了, 小金井一隆, 辰巳健志, 黒木博
介, 山田恭子, 荒井勝彦, 木村英明, 杉田 
昭, 福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術症例における
術後肺合併症の検討 

第 77 回日本臨牀外科学会
総会 

福岡 2015 年 11 月 28 日 

阿部有佳, 小金井一隆, 黒木博介, 二木 
了, 辰巳健志, 山田恭子, 杉田 昭, 福島
恒男 

重症潰瘍性大腸炎に対する結腸亜全摘
術後に残存大腸出血を生じ, 緊急手術
を要した 5例の検討 

第 77 回日本臨牀外科学会
総会 

福岡 2015 年 11 月 28 日 

小金井一隆, 辰巳健志, 二木 了, 黒木博
介, 木村英明, 杉田 昭 

潰瘍性大腸炎難治例に対する外科治療
の役割 

第 77 回日本臨床外科学会
総会 

福岡 2015 年 11 月 27 日 

小原 尚, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 荒井勝彦, 杉田 
昭, 福島恒男 

小腸癌を合併したクローン病の 2例の
臨床経過と予後 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 14 日 

黒木博介, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 山田恭子, 荒井勝彦, 杉田 昭, 福島
恒男 

緊急入院加療を行った症例の経過から
みた重症潰瘍性大腸炎の治療方針の検
討 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 14 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
山田恭子, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 黒木博介, 荒井勝彦, 杉田 昭, 木村
英明, 福島恒男 

確定診断が困難であった潰瘍性大腸
炎、クローン病および indeterminate 
Colitis の臨床の検討 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 14 日 

小金井一隆, 辰巳健志, 二木 了, 黒木博
介, 木村英明, 福島恒男, 杉田 昭 

難治性潰瘍性大腸炎に対する QOL 向上
を目指した外科治療 The efficacy of 
surgery for improvement of quality of 
life in ulcerative colitis with 
failure of medical therapy 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 14 日 

辰巳健志, 杉田 昭, 小金井一隆, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 木村英明, 新井
勝彦, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌に対するサー
ベイランス内視鏡検査の現状 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 14 日 

二木 了, 小金井一隆, 辰巳健志, 黒木博
介, 山田恭子, 木村英明, 荒井勝彦, 杉田 
昭, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘・回腸
嚢肛門管吻合術の長期予後の検討 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 13 日 

黒木博介, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 山田恭子, 荒井勝彦, 杉田 昭, 福島
恒男 

60 歳以上で手術を施行したクローン病
例の臨床学的特徴と予後 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 13 日 

辰巳健志, 杉田 昭, 小金井一隆, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 木村英明, 新井
勝彦, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘・回腸
嚢肛門(管)吻合術における腸間膜血管
温存の手技と治療成績 Preservation 
of mesenteric vaculature for surgery 
of ulcerative colitis 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 13 日 

K.Koganei,K.tatsumi,A.Sugita Prognosis of adominoperineal 
resection for severe anorectal 
Crohn’s disease 

JDDW 2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

黒木博介, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 山田恭子, 荒井勝彦, 杉田 昭, 福島
恒男 

残存小腸 150cm 以下のクローン病の臨
床経過 

JDDW 2015 東京 2015 年 10 月 9日 

杉田 昭, 小金井一隆, 辰巳健志 クローン病における生物学的製剤の使
用と手術―手術に与える影響と難治性
瘻孔病変に対する効果― 

JDDW 2015 東京 2015 年 10 月 9日 

二木 了, 小金井一隆, 辰巳健志, 山田恭
子, 黒木博介, 木村英明, 荒井勝彦, 杉田 
昭 

潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘・回腸
嚢肛門管吻合術の長期予後の検討 

JDDW 2015 東京 2015 年 10 月 9日 

辰巳健志, 杉田 昭, 小金井一隆, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 木村英明, 荒井
勝彦, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌に対する回腸
嚢肛門管吻合術の治療成績 

JDDW 2015 東京 2015 年 10 月 9日 

辰巳健志, 杉田 昭, 小金井一隆, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 木村英明, 荒井
勝彦, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢肛門管吻
合術における工夫 

第 71 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 7月 16 日 

石井洋介, 辰巳健志, 小金井一隆, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 荒井勝彦, 杉田
昭, 福島恒男 

クローン病治療における内視鏡的拡張
術の有用性の検討 

第 70 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 7月 15 日 

二木 了, 小金井一隆, 辰巳健志, 山田恭
子, 黒木博介, 石井洋介, 荒井勝彦, 杉田 
昭, 福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術例の排便機能
についての検討 

第 72 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 7月 15 日 

小金井一隆, 辰巳健志, 二木 了, 黒木 
博介, 石井洋介, 杉田 昭 

Are there any predictive risk factors 
of requiring APR for severe anorectal 
Crohn’s disease? 

第 73 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 7月 15 日 

杉田 昭, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 荒井勝彦, 福島
恒男 

Single stage surgery for ulcerative 
colitis –stapled IPAA with double 
stapling technique- 

第 74 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 7月 15 日 

黒木博介, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 山田恭子, 荒井勝彦, 杉田 昭, 福島
恒男 

クローン病出血例の臨床経過と特徴か
らみた治療法の検討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 25 日 

辰巳健志, 杉田 昭, 小金井一隆 潰瘍性大腸炎合併大腸癌に対する至適
術式の検討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 25 日 

二木 了, 小金井一隆, 辰巳健志, 黒木博
介, 山田恭子, 荒井勝彦, 木村英明, 杉田 
昭, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎における中心静脈カテー
テル感染症の検討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 24 日 

小金井一隆, 辰巳健志, 杉田 昭 難治性潰瘍性大腸炎に対する外科治療
の役割 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 23 日 

杉田 昭, 小金井一隆, 辰巳健志 生物学的製剤の Crohn 病手術に与える
影響からみた外科治療の位置づけ 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 23 日 

杉田 昭, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 荒井勝彦, 福島
恒男 

Crohn 病に合併した難治性痔瘻に対す
る seton 法の治療効果 

第 115 回日本外科学会定
期学術集会 

名古屋 2015 年 4月 18 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
小金井一隆, 辰巳健志, 二木 了, 黒木博
介, 石井洋介, 木村英明, 福島恒男, 杉田 
昭 

Fecal diversionを施行したCrohn病症
例の長期予後 

第 115 回日本外科学会定
期学術集会 

名古屋 2015 年 4月 17 日 

黒木博介, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 石井洋介, 山田恭子, 荒井勝彦, 杉田 
昭, 福島恒男 

Pouch failure を合併した潰瘍性大腸
炎手術例の病態と治療 

第 115 回日本外科学会定
期学術集会 

名古屋 2015 年 4月 17 日 

辰巳健志, 杉田 昭, 小金井一隆, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 木村英明, 荒井
勝彦, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌に対する診断
の問題点と至適術式の検討 

第 115 回日本外科学会定
期学術集会 

名古屋 2015 年 4月 17 日 

Toyonaga T, Nakase H, Matsuura M, 
Kobayashi T, Okazaki K, Hibi T 

Osteopontin deficiency accelerates 
immune-mediated colitis in mice with 
impaired macrophage phagocytic 
activity 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Beijing 2015 年 6月 

Minami M, Koshikawa Y, Yamada S, Honzawa 
Y, Matsuura M, Toyonaga T, Nakase H 

T cell derived osteopontin regulates 
acute graft-versus-host disease 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Beijing 2015 年 6月 

Koshikawa Y, Nakase H, Matsuura M, 
Honzawa Y, Minami M, Yamada S 

The characteristics and clinical 
outcomes of ulcerative colitis 
patients with concomitant 
cytomegalovirus infection 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Beijing 2015 年 6月 

Yamada S, Koshikawa Y, Minami N, Honzawa 
Y, Matsuura M, Nakase H 

 Factors associated with treatment 
outcome of ulcerative colitis 
patients undergoing tacrolimus 
induction therapy 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Beijing 2015 年 6月 

Yoshino T, Matsuura M, Nakase H IL-34 antibody ameliorates 
experimental Colitis by alternating 
IL-12p40 expression in macrophages 

The 10th Annual Meeting of 
European Crohn´s and 
Colitis Organisation 

Barcelona 2015 年 2月 

Koshikawa Y, Nakase H, Minami N, Yamada 
S, Toyonaga T, Honzawa Y, Matsuura M, 
Chiba T 

The characteristics and clinical 
outcomes of ulcerative colitis 
patietns with concomitant 
cytomegalovirus infection 

Digest Disease Week 2015 Washington 2015 年 5月 

本澤有介, 松浦 稔, 仲瀬裕志 MEFV 遺伝子変異を有する炎症性腸疾患
における内視鏡所見の検討 

第 95 回日本消化器内視鏡
学会近畿地方会 

大阪国際交
流センター 

2015 年 11 月 7日 

本澤有介, 松浦 稔, 仲瀬裕志 寛解期潰瘍性大腸炎における定量的内
視鏡下炎症粘膜評価法の開発 

第 89 日本消化器内視鏡学
会総会 

名古屋国際
会議場 

2015 年 5月 30 日 

本澤有介, 松浦 稔, 仲瀬裕志 IL-17A によって誘導される HSP47 はク
ローン病腸管線維化に関与する 

第 101 日本消化器病学会
総会 

仙台国際セ
ンター 

2015 年 4月 24 日 

本澤有介, 越川頼光, 仲瀬裕志 小腸病変を有するクローン病における
MEFV 遺伝子の臨床的意義 

第 101 日本消化器病学会
総会 

仙台国際セ
ンター 

2015 年 4月 23 日 

松浦 稔, 豊永貴彦, 仲瀬裕志 経口鉄摂取制限は腸内細菌叢や細菌毒
性の変化を介して腸炎を予防する 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 

越川頼光, 松浦 稔, 仲瀬裕志 Cytomegalovirus 感染合併潰瘍性大腸
炎患者の治療経過および長期予後の検
討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 

横出正隆, 本澤有介, 松浦 稔, 仲瀬裕
志, 千葉 勉 

炎症性腸疾患におけるMEFV遺伝子変異
の臨床的意義 

第 112 回日本内科学会総
会 

みやこめっ
せ(京都) 

2015 年 4月 11 日 

Matsuoka Hiroki,Uchino Motoi,Bando 
Toshihiro,Hirose Kei,Hirata 
Akihiro,Chohno Teruhiro,Sasaki 
Hirofumi,Horio Yuki,Nakamura 
Shiro,Ikeuchi Hiroki,Tomita Naohiro 

Oral herbal medicine 
(Hange-shashin-to) for the treatment 
of pouchitis 

15th Asia Pacific 
Federation of 

Coloproctology Congress 
and the 40th AASTN 
National Meeting 2015 

Melbourne 2015 年 12 月 5日 

Kamikozuru Koji,Satou Toshiyuki,Kawai 
Mikio,Takagawa Tetuya,Yokoyama 
Yoko,Hida Nobuyuki,Nakamura Shiro 

THE CLINICAL OUTCOMES OF 165 
ENDOSCOPIC BALLOON DILATATION FOR 
ILEOCOLONIC OR CAECAL STRICTURES IN 
PATIENTS WITH CROHN’S DISEASE 

United European 
Gastroenterology 
Week(UEGW2015) 

Barcelona 2015 年 10 月 28 日 

Sato Toshiyuki,Kawai Mikio,Yokoyama 
Yoko,Kita Yuko,Takagawa Tetsuya, 
Miyazaki Takako,Iimuro Masaki,Nobuyuki 
Hida,Hori Kazutoshi,Nakamura Shiro 

Disease Extension in Japanese 
Patients With Ulcerative Colitis and 
the Clinical Course 

The3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s and 
Colitis(AOCC) 

Beijing 2015 年 6月 19 日 

Kamikozuru Koji,Yokoyama Yoko,Oku 
Junsuke,Sato Toshiyuki,Kawai 
Mikio,Nakamura Misaki,Miyazaki 
Takako,Iimuro Masaki,Hida Nobuyuki,Hori 
Kazutoshi,Nakamura Shiro 

The Outcome of 142 Endoscopic Balloon 
Dilatations of Ileocaecal and 
Colonic Strictures in Patients With 
Crohn's Disease Patients 

Digestive Disease Week 
2015(DDW2015) 

Washington,
DC 

2015 年 5月 16 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Yokoyama Yoko,Watanabe Kenji,Ito 
Hiroaki,Sawada Koji,Okuyama 
Yusuke,Okazaki Kazuichi,Nakase 
Hiroshi,Andoh Akira,Nakamura Shiro 

Factors Associated With Treatment 
Outcome,and Long-Term Prognosis of 
Patients With Ulcerative Colitis 
Undergoing Adsorptive 
Granulocyte/Monocyte Apheresis: A 
Prospective Multicentre 
Investigation 

Digestive Disease Week 
2015 

Washington,
DC 

2015 年 5月 16 日 

Nakamura Misaki,Hida Nobuyuki,Iimuro 
Masaki,Miyazaki Takako,Yokoyama 
Yoko,Kamikozuru Koji,Takagawa 
Tetsuya,Oku Junsuke,Sato Toshiyuki,Hori 
Kazutoshi,Nakamura Shiro 

Incidence and Severity of Acute 
Kidney Injury During Oral Tacrolimus 
Treatment in Patients With 
Refractory Ulcerative Colitis 

Digestive Disease Week 
2015(DDW2015) 

Washington,
DC 

2015 年 5月 16 日 

Takagawa Tetsuya,Tajima Masaki,Hori 
Kazutoshi,Nakamura Shiro,Kitani 
Atsushi,Ivan J.Fuss,Warren Strober 

Increased Expression of LRRK2,a 
Susceptibility Gene of IBD Results in 
Enhanced Pro-Inflammatory Response 
and Severe Experimental Colitis 

Digestive Disease Week 
2015(DDW2015) 

Washington,
DC 

2015 年 5月 16 日 

内野 基, 板東俊宏, 広瀬 慧, 平田晃
弘, 佐々木寛文, 蝶野晃弘, 中村志郎, 池
内浩基 

周術期死亡症例からみた高齢潰瘍性大
腸炎の術式選択と予後予測 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 14 日 

應田義雄, 河野友彰, 戸澤勝之, 西井謙
夫, 原 謙, 小川智広, 山﨑尊久, 奥川卓
也, 近藤 隆, 池原久朝, 上山茂充, 富田
寿彦, 大島忠之, 福井広一, 樋田信幸, 中
村志郎, 渡 二郎, 池内浩基, 三輪洋人 

診断的 EMR、ESD を施行した潰瘍性大腸
炎合併腫瘍の検討 

第 33 回日本大腸検査学会 東京 2015 年 11 月 7日 

横山陽子, 福永 健, 澤田康史, 中村志郎 潰瘍性大腸炎における血球成分除去療
法の至適条件の検討 

第 36 回日本アフェレシス
学会学術大会 

川越 2015 年 10 月 30 日 

上小鶴孝二, 横山陽子, 間島行則, 佐藤寿
行, 河合幹夫, 木田裕子, 宮嵜孝子, 飯室
正樹, 樋田信幸, 堀 和敏, 中村志郎 

Infliximab 二次無効症例の難治性潰瘍
性大腸炎に対して LCA を施行した 1例 

第 36 回日本アフェレシス
学会学術大会 

川越 2015 年 10 月 30 日 

横山陽子, 澤田康史, 安藤 朗, 中村志郎 GMA 治療後の潰瘍性大腸炎の長期予後
と予測因子の検討—A gentle 
revolution in IBD therapy 

第 36 回日本アフェレシス
学会学術大会 

川越 2015 年 10 月 30 日 

長堀正和, 河内修司, 花井洋行, 山本隆
行, 中村志郎, 渡辺 守, 日比紀文 

活動期及び寛解期潰瘍性大腸炎におけ
る経口 5-ASA 製剤治療に関する実態調
査(観察研究) 

第 57 回日本消化器病学会
大会(JDDW2015) 

東京 2015 年 10 月 10 日 

孝橋道敬, 大井 充, 星奈美子, 中村志
郎, 吉田 優, 東 健 

ガスクロマトグラフ質量分析計を用い
た潰瘍性大腸炎の診断および病勢評価
マーカー探索 

第 57 回日本消化器病学会
大会(JDDW2015) 

東京 2015 年 10 月 9日 

中村志郎 新データと新剤形が生み出す IBD 治療
の新展開 

第 13 回日本消化器外科学
会大会(JDDW2015) 

東京 2015 年 10 月 9日 

中村志郎, 樋田信幸, 飯室正樹 潰瘍性大腸炎入院例における手術適応
とタイミングに関する臨床的検討 

第 57 回日本消化器病学会
大会(JDDW2015) 

東京 2015 年 10 月 8日 

樋田信幸, 内野 基, 中村志郎 ガイドラインで推奨されるサーベイラ
ンス開始前に潰瘍性大腸炎に発生する
大腸癌の臨床像 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会総会 

名古屋 2015 年 5月 30 日 

宮嵜孝子, 佐藤寿行, 河合幹夫, 奥 順
介, 上小鶴孝二, 中村美咲, 横山陽子, 髙
川哲也, 飯室正樹, 樋田信幸, 堀 和敏, 
中村志郎 

難治性潰瘍性大腸炎に対する
Infliximab の治療成績と効果減弱例へ
の内視鏡検査の有用性 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会総会 

名古屋 2015 年 5月 30 日 

宮嵜孝子, 樋田信幸, 中村志郎 難治性潰瘍性大腸炎における
Infliximab の治療成績と効果減弱例の
臨床的検討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 25 日 

髙川哲也, 堀 和敏, 佐藤寿行, 奥 順
介, 河合幹夫, 中村美咲, 上小鶴孝二, 横
山陽子, 宮嵜孝子, 飯室正樹, 福永 健, 
樋田信幸, 池内浩基, 中村志郎 

B 型肝炎治療薬プロパゲルマニウムの
炎症性腸疾患に対する有効性 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 23 日 

飯室正樹, 樋田信幸, 中村志郎 IFX による Top down 療法導入クローン
病の長期経過に関する臨床的検討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 23 日 

国崎玲子, 中村志郎 潰瘍性大腸炎の最適な内科治療を考え
る:ガイドライン･治療指針をふまえて 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 23 日 

豊永貴彦(北里大学北里研究所病院 炎症性
腸疾患先進治療センター), 小林 拓, 斉
藤詠子, 中野 雅, 梅田智子, 日比紀文 

ステロイドが奏功した関節炎症状合併
重症 microscopic colitis の一例(会議
録) 

第 43 回日本臨床免疫学会
総会 

神戸 2015 年 10 月 23 日 

小林 拓(北里大学北里研究所病院 炎症性
腸疾患先進治療センター), 中野 雅, 豊
永貴彦, 日比紀文 

粘膜免疫と皮膚免疫 臨床免疫学的ア
プローチからみた炎症性腸疾患の疾患
感受性遺伝子(会議録) 

第 43 回日本臨床免疫学会
総会 

神戸 2015 年 10 月 23 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
加藤麻由子(北里大学北里研究所病院 内視
鏡センター), 小林 拓, 和田由加利, 柴
田順子, 森ただえ, 石橋とよみ, 日比紀
文, 中野 雅, 芹澤 宏, 長沼 誠 

炎症性腸疾患患者における新規腸管洗
浄剤の受容性、有効性、安全性の検討 
非炎症性疾患患者との比較(会議録) 

第 75 回日本消化器内視鏡
技師学会 

東京 2015 年 10 月 10 日 

森川 淳(北里大学北里研究所病院 消化器
内科), 中野 雅, 小林 拓, 梅田智子, 
清水清香, 樋口 肇, 常松 令, 芹澤 
宏, 渡辺憲明, 土本寛二, 日比紀文, 大作
昌義, 森永正二郎 

スクリーニング上部消化管内視鏡検査
にて偶然発見された Hamartomatous 
inverted polyp の 1 例 

第 100 回日本消化器内視
鏡学会 関東地方会 

東京 2015 年 6月 13 日 

齋藤義正(北里大学北里研究所病院 消化器
内科胃腸センター), 芹澤 宏, 中野 雅, 
中村正彦, 鈴木秀和, 金井隆典 

特殊な胃内環境により尿素呼気試験が
陽性を示した Helicobacter pylori 陰
性胃炎の一例(会議録/症例報告) 

第 24 回日本臨床環境医学
会総会 

東京 2015 年 6月 6日 

小林 拓, 中野 雅, 日比紀文 大腸内視鏡と便中バイオマーカー
S100A12 を組み合わせた潰瘍性大腸炎
の治療戦略 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会 

名古屋 2015 年 5月 29 日 

小林 拓, 中野 雅, 石橋とよみ, 梅田智
子, 芹澤 宏, 渡辺憲明, 日比紀文 

潰瘍性大腸炎入院治療における禁食腸
管安静の意義  

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 24 日 

小山文一, 藤井久男, 杉田 昭, 池内浩
基, 福島浩平, 二見喜太郎, 中村信治, 植
田 剛, 錦織直人, 井上 隆, 川崎敬次
郎, 中本貴透, 尾原伸作, 吉川周作, 山岡
健太郎, 稲次直樹, 中島祥介 

潰瘍性大腸炎に合併する肛門病変の臨
床像とその対応-内科・外科間の治療連
携の必要性 

第 70 回日本大腸肛門病学
会 

名古屋 2015 年 11 月 14 日 

福島浩平, 神山篤史, 斉藤 喬 抗菌剤投与による遺伝子変異から見た
ヒト腸内細菌叢の変化 

第 19 回腸内細菌学会 東京 2015 年 6月 19 日 

丁大 勇, 福島浩平 Hepatocarcinoma-inteｓ
tine-pancreas/pancreatitis-associa
ted protein (HIP/PAP)の抗菌活性：In 
vitro アッセイ系の問題点 

日本消化器病学会ワーク
ショップ 

仙台 2015 年 4月 24 日 

福島浩平 回腸囊炎難治例の治療と抗菌剤治療の
問題点 

日本消化器病学会 仙台 2015 年 4月 23 日 

Yoshikawa K, Sato H, Takajo T, Maruta, K 
Yasutake Y, Narimatsu K, Kurihara C, 
Okada Y, Higashiyama M, Watanabe C, 
Komoto S, Tomita K, Nagao S, Miura S, 
Hokari R 

Investigation of mismatch cases 
between magnetic resonance 
enterocolonography and endoscopy in 
intestinal lesion of patients with 
Crohn's disease 

Crohn's and colitis 
foundation of America 

2015 

米国 
フロリダ州 
オーランド 

2015 年 12 月 10 日 

Maruta K, Kurihara C, Hozumi H, Takajo T, 
Yasutake Y, Sato H, Narimatsu K, Okada Y, 
Yoshikakwa K, Watanabe C, Komoto S, 
Tomita K, Nagao S, Miura S, Hokari R 

Effect of nicotine on DSS-induced 
colitis in point of adhesion 
molecules on the microvascular 
endothelium 

10th World Congress for 
Microcirculation 

京都 2015 年 9月 25 日 

Maruta K, Kurihara C, Hozumi H, Takajo T, 
Yasutake Y, Sato H, Narimatsu K, Okada Y, 
Yoshikakwa K, Watanabe C, Komoto S, 
Tomita K, Nagao S, Miura S, Hokari R 

Nicotine significantly affects the 
expression of vascular endothelial 
adhesion molecules and ameliorates 
DSS induced colitis 

Digestive Disease Week 
2015 

米国 
ワシントン
DC 

2015 年 5月 25 日 

Yasutake Y, Hokari R, Inoue Y, Takajo T, 
Maruta K, Sato H, Narimatsu K, Kurihara 
C, Okada Y, Yoshikawa K, Watanabe C, 
Komoto S, Tomita K, Nagao S, Mirua S 

Protective Role of Uric Acid 
Excretion to the Intestinal Tract on 
Small Intestinal Injury Induced by 
Indomethacin 

Digestive Disease Week 
2015 

米国 
ワシントン
DC 

2015 年 5月 26 日 

安武優一, 高城 健, 丸田紘史, 成松和
幸, 佐藤宏和, 岡田義清, 栗原千絵, 好川
謙一, 渡辺知佳子, 高本俊介, 穂苅量太, 
三浦総一郎 

インドメタシン腸炎に対する尿酸の効
果 

日本消化吸収学会総会 東京 2015 年 11 月 27 日 

安武優一, 高城 健, 丸田紘史, 佐藤宏
和, 成松和幸, 岡田義清, 栗原千絵, 好川
謙一, 渡辺知佳子, 高本俊介, 冨田謙吾, 
永尾重昭, 三浦総一郎, 穂苅量太 

ABCG2 を介した消化管への尿酸排泄の
抗炎症効果の検討 

日本消化器病学会 東京 2015 年 10 月 8日 

好川謙一, 佐藤宏和, 穂苅量太 IBD 治療戦略における内視鏡の役割 ク
ローン病大腸病変の内視鏡所見による
評価と MRenterocolonography の比較 

日本消化器内視鏡学会総
会 

名古屋 2015 年 5月 29 日 

安武優一, 高城 健, 丸田紘史, 佐藤宏
和, 成松和幸, 岡田義清, 栗原千絵, 好川
謙一, 渡辺知佳子, 高本俊介, 冨田謙吾, 
三浦総一郎, 穂苅量太 

インドメタシン誘発小腸潰瘍に対する
尿酸の抗炎症効果 

日本消化器病学会 仙台 2015 年 4月 23 日 

Matsuoka K Novel Diagnostic Criteria for 
Intestinal Behcet’s Disease: the 
Reality 

The 3rd annual meeting of 
AOCC 

Beijing 2015 年 6月 19 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Nagahori M, Fujii T, Saito E, Matsuoka K, 
Ohtsuka K, Watanabe M,TMDU UC Cohort 
Study Group 

The prognosis of ulcerative colitis 
patients who are treated with 
corticosteroid in an academic 
inflammatory bowel disease center 
and community hospitals 

DCDDW2015 Washington 2015 年 5月 16 日 

Matsuoka K, Kuwahara E, Nishiwaki Y, 
Watanabe M 

Epidemiology and temporal change of 
IBD management in Japan: Results from 
the Japanese IBD registry data 

Annual Meeting of KASID 
2015 

Seoul 2015 年 4月 19 日 

武市瑛子, 大谷賢志, 藤井俊光, 松岡克
善, 櫻井 幸, 藤田めぐみ, 野崎賢吾, 福
田将義, 根本泰宏, 井津井康浩, 中川美
奈, 東 正新, 土屋輝一郎, 大岡真也, 長
堀正和, 渡辺 守, 荒木昭博, 大塚和朗, 
柿沼 晴, 朝比奈靖浩 

潰瘍性大腸炎に対する inflixmab 投与
により間質性肺炎が誘発されたと考え
られる一例 

日本消化器病学会関東支
部第 337 回例会 

東京 2015 年 12 月 5日 

竹中健人, 大塚和朗, 北詰良雄, 福田将
義, 野崎賢吾, 岩本史光, 木村麻衣子, 藤
井俊光, 松岡克善, 長堀正和, 渡辺 守 

クローン病小腸病変に対するバルーン
内視鏡および MRI 所見 

第 53 回小腸研究会 盛岡 2015 年 11 月 7日 

Matsuoka K, Saito E, Watanabe M Salvage therapy for 
corticosteroid-refractory 
ulcerative colitis patients: Results 
from the real-life clinical practice 

JDDW 2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

堤 大樹, 秋山慎太郎, 松岡克善, 和田祥
城, 北畑富貴子, 福島啓太, 水谷知裕, 新
田沙由梨, 藤井俊光, 岡田英理子, 大島 
茂, 岡本隆一, 東 正新, 土屋輝一郎, 永
石宇司, 長堀正和, 中村哲也, 朝比奈靖
浩, 渡辺 守 

鋸歯状病変を合併した潰瘍性大腸炎関
連大腸腫瘍の一例 

日本消化器病学会関東支
部第 336 回例会 

東京 2015 年 9月 26 日 

北澤優美, 村川美也子, 福田将義, 松岡克
善, 井津井康浩, 中川美奈, 柿沼 晴, 大
岡真也, 朝比奈靖浩, 渡辺 守 

腹腔内遊離ガスを伴ったα-グルコシ
ダーゼ阻害薬による腸管気腫症の 1例
(会議録/症例報告) 

日本内科学会関東地方会 
617 回 

東京 2015 年 9月 12 日 

引山智香, 大谷賢志, 勝倉暢洋, 藤井俊
光, 松岡克善, 水谷智裕, 大島 茂, 土屋
輝一郎, 岡本隆一, 東 正新, 永石宇司, 
長堀正和, 荒木昭博, 中村哲也, 渡辺 
守, 岡田英理子, 福田将義, 大塚和朗, 渡
邊 健, 石田信也 

クローン病で免疫調節薬による加療中
に好中球減少を認め、自己免疫性無顆
粒球症と診断した一例 

日本消化器病学会関東支
部第 335 回例会 

東京 2015 年 7月 18 

秋山慎太郎, 大岡真也, 水谷知裕, 松岡克
善, 藤井俊光, 岡田英理子, 大島 茂, 井
津井康浩, 中川美奈, 岡本隆一, 土屋輝一
郎, 柿沼 晴, 東 正新, 永石宇司, 中村
哲也 , 長堀正和, 荒木昭博, 大塚和朗 , 
朝比奈靖浩, 渡辺 守 

免疫染色が診断の一助となった肝内胆
管癌小腸転移の 1例 

第 100 回日本消化器内視
鏡学会関東地方会 

東京 2015 年 6月 14 日 

三代博之, 井上恵美, 藤井俊光, 齊藤詠
子, 井津井康浩, 岡田英理子, 大島 茂, 
松岡克善, 中川美奈, 岡本隆一, 土屋輝一
郎, 柿沼 晴, 東 正新, 大岡真也, 永石
宇司, 中村哲也, 長堀正和, 荒木昭博, 大
塚和朗, 朝比奈靖浩, 渡辺 守 

周期的な腹痛・発熱を主訴とし MEFV 遺
伝子変異を認めた否定型家族性地中海
熱の 1例 

第 334 回日本消化器病学
会関東支部例会 

東京 2015 年 5月 23 日 

Matsuoka K , Naganuma M, Kanai T New drug development for 
inflammatory bowel disease in Japan: 
an example of collaboration among 
academia, industry, and government 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 25 日 

Hata K, Ishii, H, Anzai H, Yamaguchi H, 
Ishihara S, Sunami E, Kitayama J, 
Watanabe T 

Long-term results of pouchoscopy 
after ileal-pouch anal anastomosis 
in patients with ulcerative colitis 

the Union of European 
Gastroenterogical Week 

2015 

Madrid 2015 年 10 月 28 日 

畑 啓介, 岸川純子, 安西紘幸, 大谷研
介, 安田幸嗣, 西川 武, 田中敏明, 田中
潤一郎, 清松知充, 川合一茂, 野澤宏彰, 
風間伸介, 山口博紀, 石原聡一郎, 須並英
二, 北山丈二, 渡邉聡明 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌の特徴 第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 14 日 

渡邉聡明, 畑 啓介, 須並英二 潰瘍性大腸炎における発癌  JDDW 東京 2015 年 10 月 8日 
安西紘幸, 畑 啓介, 岸川純子, 風間伸
介, 山口博紀, 石原聡一郎, 須並英二, 北
山丈二, 渡邉聡明 

当科における潰瘍性大腸炎サーベイラ
ンス内視鏡についての検討 

第 70 回日本消化器外科学
会総会 

浜松 2015 年 7月 15 日 

畑 啓介, 安西紘幸, 渡邉聡明 当科手術例からみた潰瘍性大腸炎サー
ベイランス内視鏡 

第 89 回 日本消化器内視
鏡学会総会 

名古屋 2015 年 5月 30 日 

畑 啓介, 石原聡一郎, 渡邉聡明 潰瘍性大腸炎合併大腸癌の特徴とサー
ベイランスの有用性 

日本消化器病学会 仙台 2015 年 4月 25 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Arai K,Kamei K ,Miyairi I,Ogura M,Ito 
R,Ito S 

EFFICACY AND SAFETY OF ATTENUATED 
LIVE VACCINES IN CHILDREN TAKING 
IMMUNOSUPPRESSANTS: A PROSPECTIVE 
TRIAL 

North American Society 
for Pediatric 
Gastroenterology, 
Hepatology and Nutrition 
Annual Meeting 

Washington, 
DC 

2015 年 10 月 1日 

Arai K,Kamei K,Miyairi I,Ogura M,Ito 
R,Ito S 

Prospective trial of administering 
attenuated live vaccines in children 
receiving immunosuppressants 

Pediatric Academic 
Societies ANNUAL MEETING 

2015 

San Diego 2015 年 4月 26 日 

清水泰岳, 佐藤真教, 鏑木陽一郎, 新井勝
大 

小児潰瘍性大腸炎におけるインフリキ
シマブの長期成績と投与量適正化の検
討 

第 42 回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

広島 2015 年 10 月 17 日 

鏑木陽一郎, 清水泰岳, 佐藤真教, 永田 
智, 新井勝大 

生物学的製剤を使用した超早期炎症性
腸疾患患者 9例の検討 

第 42 回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

広島 2015 年 10 月 17 日 

竹内一朗, 清水泰岳, 鏑木陽一郎, 中野 
聡, 新井勝大 

炎症性腸疾患を合併した重症心身障害
児の検討 

第 42 回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

広島 2015 年 10 月 17 日 

中野 聡, 清水泰岳, 鏑木陽一郎, 清水俊
明, 新井勝大 

Very Early Onset IBD の特徴：当施設
37 例での検討 

第 42 回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

広島 2015 年 10 月 17 日 

中野 聡. 清水泰岳. 鏑木陽一郎, 清水俊
明, 新井勝大 

乳幼児の下部消化管内視鏡検査の有用
性と安全性の検討 

第 42 回日本小児内視鏡研
究会 

埼玉 2015 年 7月 5日 

清水泰岳, 新井勝大 小児クローン病診療におけるカプセル
内視鏡検査の有用性 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会総会 

名古屋 2015 年 5月 29 日 

Nakano S,Kaburaki Y,Shimizu H,Arai K Colonoscopy in children under 2 years 
old:Single center experience 

The 11th Asian Society 
for Pediatric Research 

大阪 2015 年 4月 16 日 

細井賢二, 新井勝大, 松岡健太郎, 清水泰
岳, 清水俊明, 伊藤秀一 

小児炎症性腸疾患 5症例におけるタク
ロリムス長期投与による腎毒性の病理
組織学的検討 

第 11 回日本消化管学会総
会学術集会， 

東京 2015 年 2月 13 日 

新井勝大, 国崎玲子, 角田文彦, 村越孝
次, 鍵本聖一, 柳 忠宏, 石毛 崇, 清水
俊明, 岩間 達, 井上幹大, 中山佳子, 青
松友槻, 望月貴博, 河島尚志, 熊谷秀規, 
田尻仁, 岩田直美, 清水泰岳 

日本小児炎症性腸疾患レジストリ研究
報告 2014 

第 15 回日本小児 IBD 研究
会 

大阪 2015 年 2月 8日 

平野友梨, 船山理恵, 新井勝大 ＩＢＤこどもキャンプに参加した患
者・家族の心理的変化についての検討 

第 15 回日本小児 IBD 研究
会， 

大阪 2015 年 2月 8日 

木曽一代, 松本麻友子, 清水泰岳, 宇佐美
陽子, 松本沙耶香, 平野友梨, 土屋秋海, 
江崎陽子, 徳永秀美, 中野 聡, 鏑木陽一
郎, 新井勝大 

小児の炎症性腸疾患患者へのケアの改
善を目指した多職種アプローチの検討 

第 15 回日本小児 IBD 研究
会 

大阪 2015 年 2月 8日 

船山理恵, 小椋千沙, 清水香織, 国崎玲
子, 高橋美惠子, 清水泰岳, 新井勝大 

小児クローン病患者における栄養療法
がＱＯＬに与える影響の検討 

第 15 回日本小児 IBD 研究
会 

大阪 2015 年 2月 8日 

中野 聡, 鏑木陽一郎, 清水泰岳, 小野寺
雅史, 新井勝大 

乳児期からの下痢で診断に難渋した家
族性地中海熱の 1例 

第 15 回日本小児 IBD 研究
会 

大阪 2015 年 2月 8日 

清水泰岳, 中野 聡, 鏑木陽一郎, 新井勝
大 

痔瘻を合併したクローン病患者13例の
検討 

第 15 回日本小児 IBD 研究
会 

大阪 2015 年 2月 8日 

鏑木陽一郎, 中野 聡, 清水泰岳, 新井勝
大 

アダリムマブを導入した小児クローン
病患者 10例の検討 

第 15 回日本小児 IBD 研究
会 

大阪 2015 年 2月 8日 

衛藤 武, 飯塚政弘 当科における IBD 患者に対する抗 TNA-
α抗体製剤の使用経験 

秋田 IBD Expert Meeting 秋田(イヤタ
カ) 

2015 年 12 月 10 日 

飯塚政弘, 衛藤 武, 相良志穂, 石井 
透, 相良, 八木澤仁 

潰瘍性大腸炎ステロイド依存例に対す
る Long-Interval CAP の治療効果の検
討―長期治療成績も含めて― 

第 23 回日本消化器関連学
会週間. 

東京(グラン
ドプリンス
ホテル新高
輪) 

2015 年 10 月 10 日 

平賀寛人, 石黒 陽, 福田真作 WS11:オートファジー、ERストレスと消
化器疾患VitaminAによる腸管マクロフ
ァージ・オートファジー調節機構 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台国際セ
ンター 

2015 年 4月 25 日 

板橋道朗 Preventing venous thromboembolism in 
general and abdominal surgery 

15th Asia Pacific 
federation of 

coloproctology congress 

メルボルン 2015 年 10 月 5日 

板橋道朗 大腸疾患における術後合併症予防の工
夫 

第 77 回日本臨床外科学会
総会 

福岡 2015 年 11 月 27 日 

板橋道朗 炎症性腸疾患に対する腹腔鏡手術 第 77 回日本臨床外科学会
総会 

福岡 2015 年 11 月 28 日 

Dai Ishikawa, Taro Osada, Takashi Sasaki, 
Kyoko Kuwahara, Keiichi Haga, Tomoyoshi 
Shibuya, Tomohiro Kodani, Keiichi 
Hiramatsu and Sumio Watanabe 

Alterations of Intestinal Microbiota 
in Ulcerative Colitis Patients 
Treated with Sequential Antibiotic 
Combination and Faecal Microbiota 
Transplantation 

ICMI 2015 ベルリン  
ドイツ 

2015 年 7月 10 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Dai Ishikawa, Taro Osada, Takashi Sasaki, 
Kyoko Kuwahara, Keiichi Haga, Tomoyoshi 
Shibuya, Tomohiro Kodani, Keiichi 
Hiramatsu and Sumio Watanabe 

Alterations of Intestinal Microbiota 
in Ulcerative Colitis Patients 
Treated with Sequential Antibiotic 
Combination and Faecal Microbiota 
Transplantation 

ECCO 2015 バルセロナ  
スペイン 

2015 年 2月 21 日 

石川 大, 長田太郎, 渡辺純夫 潰瘍性大腸炎に対する抗菌剤療法後の
腸内細菌移植療法における腸内細菌叢
の推移 

JDDW 2015 東京 日本 2015 年 10 月 8日 

石川 大, 長田太郎, 渡辺純夫 潰瘍性大腸炎患者に対する 抗菌薬+便
移植併用療法における 腸内細菌叢の
解析 

第 52 回 日本消化器免疫
学会総会 

東京 日本 2015 年 7月 30 日 

Naito T, Kakuta Y, Onodera M, Kimura T, 
Kuroha M, Shiga H, Endo K, Negoro K, 
Kinouchi Y, Shimosegawa T 

Genotyping of NUDT15 R139C Could Be 
a Companion Diagnostic Test for 
Thiopurine-Induced Leucopenia and 
Hair Loss in Japanese Patients With 
IBD 

Digestive Disease Week 
2015 

Washington 
DC 

2015 年 5月 18 日 

Kobayashi T et al First trough level of infliximab at 
week 2 predicts future outcomes of 
induction therapy in ulcerative 
colitis-A post-hoc analysis of a 
multicenter prospective randomized 
controlled trial (Plenary session) 

ACG2015 Honolulu, 
Hawaii, USA 

2015 年 10 月 20 日 

Kobayashi T et al Usefulness of fecal S100A12 in 
defining mucosal healing in 
ulcerative colitis 

3rd AOCC, Beijing, 
China 

2015 年 6月 20 日 

Kobayashi T et al Usefulness of fecal S100A12 in 
defining mucosal healing in 
ulcerative colitis 

ECCO2015, Barcelona, 
Spain 

2015 年 2月 20 日 

小林 拓, 中野 雅, 日比紀文 ワークショップ「大腸肛門病診療にお
ける多職種チーム医療」炎症性腸疾患
診療におけるチーム医療の意義と取り
組み 

第 70 回日本大腸肛門病学
会 

名古屋 2015 年 11 月 13 日 

小林 拓 「臨床免疫学的アプローチから見た炎
症性腸疾患感受性遺伝子」ワークショ
ップ 3 

第 43 回日本臨床免疫学会
総会 

神戸 2015 年 10 月 22 日 

小林 拓, 中野 雅, 日比紀文 大腸内視鏡と便中バイオマーカー
S100A12 を組み合わせた潰瘍性大腸炎
の治療戦略 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会 

名古屋 2015 年 5月 29 日 

小林 拓, 中野 雅, 石橋とよみ, 梅田智
子, 芹澤 宏, 渡辺憲明, 日比紀文 

潰瘍性大腸炎入院治療における禁食腸
管安静の意義  

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 24 日 

小林 拓, 中野 雅, 日比紀文 ワークショップ 2「粘膜治癒を目指した
炎症性腸疾患の診療」潰瘍性大腸炎粘
膜治癒評価における便中 S100A12 の有
用性 

第 11 回日本消化管学会 東京 2015 年 2月 1日 

谷田諭史, 尾関啓司, 片岡洋望, 神谷 
武, 城 卓志 

難治性活動性潰瘍性大腸炎に対するア
ダリムマブ・顆粒球除去強化併用療法
の有効性‐タクロリムス・顆粒球除去
強化併用療法と比較して 

第 43 回日本潰瘍学会 沖縄科学技
術大学院大
学 

2015 年 6月 20 日 

谷田諭史, 溝下 勤, 尾関啓司, 片野敬
仁, 林 則之, 田中 守, 西脇裕髙, 森 
義徳, 澤田 武, 久保田英嗣, 片岡洋望, 
城 卓志 

難治性中等症・重症潰瘍性大腸炎対す
るアダリムマブ・顆粒球除去強化療法
の有効性 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台国際セ
ンター 

2015 年 4月 24 日 

溝下 勤, 谷田諭史, 塚本宏延, 尾関啓
司, 片野敬仁, 林 則之, 田中 守, 西脇
裕高, 澤田 武, 森 義徳, 久保田英嗣, 
片岡洋望, 神谷 武, 城 卓志 

Adalimumab を用いた intestinal 
Behçet's diseaseの治療 －12か月以
上経過を追えた 5症例での臨床病理学
的検討－ 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台国際セ
ンター 

2015 年 4月 24 日 

溝下 勤, 谷田諭史, 尾関啓司, 塚本宏
延, 片野敬仁, 片岡洋望, 城 卓志 

粘膜治癒を目指した炎症性腸疾患の診
療～診断・治療～.炎症性腸疾患の疾患
活動性マーカーの解析 –粘膜治癒を目
指す治療における MUC5AC の有用性 

第 11 回日本消化管学会総
会学術集会 

京王プラザ
ホテル 

2015 年 2月 13 日 

鈴木英雄, 金子 剛, 圷 大輔, 寺崎正
彦, 齋藤梨絵, 奈良坂俊明, 遠藤慎治, 松
井裕史, 溝上裕士, 谷中昭典, 兵頭一之介 

潰瘍性大腸炎に対する青黛の有効性と
安全性 

第 57 回 日本消化器病学
会大会 

グランドプ
リンスホテ
ル新高輪 

2015 年 10 月 10 日 

Yoshimura N,Sako M,Takazoe M Efficacy of concomitant mesalamine 
suppository in patients with active 
ulcerative colitis who showed 
inadequate response to an oral 
5-aminosalicylic acid preparation: a 
prospective study 

第 23 回欧州消化器病週間 
(UEGW2015) 

Barcelona 2015 年 10 月 28 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Yoshimura N,Sako M,Takazoe M Comparative short-term efficacy of 

cyclosporin, tacrolimus, infliximab 
and adalimumab as rescue therapy in 
hospitalized patients with severe 
corticosteroid refractory 
ulcerative colitis:a retrospective 
investigation 

第 23 回欧州消化器病週間 
(UEGW2015) 

Barcelona 2015 年 10 月 27 日 

Sako M, Tanaka R,Yoshimura N, Takazoe M The efficacy of intensive therapy of 
infliximab and dose readjustment 
after remission induction 

The 3rd Annual Meeting of 
AOCC 

北京 2015 年 6月 19 日 

Kawaguchi T,Sako M,Yoshimura N, Takazoe 
M 

Efficacy of cyclosporine therapy in 
intestinal Behçet's disease 

第 10 回欧州クローン病・
大腸炎会議(ECCO2015) 

Barcelona 2015 年 2月 19 日 

佐野慎哉, 吉村直樹, 田中 龍, 河口貴
昭, 酒匂美奈子, 畑田康政, 高添正和 

シクロスポリンで寛解後に短期で再増
悪した劇症潰瘍性大腸炎の一例 

第 620 回日本内科学会関
東地方会 

東京 2015 年 12 月 12 日 

酒匂美奈子, 吉村直樹, 高添正和 クローン病に対するインフリキシマブ
増量の効果と無効症例に対する治療に
ついて 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋 2015 年 11 月 13 日 

吉村直樹, 酒匂美奈子, 高添正和 ステロイド抵抗性難治性潰瘍性大腸炎
に対する内科治療戦略の有効性の検討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 パネルディスカッ
ション 5 

仙台 2015 年 4月 25 日 

Akihiro Yamada, Ken Takeuchi, Hiroaki 
Iwashita, Taiki Sasaki, Masao Katsumata, 
Miyuki Miyamura, Hdemasa Kikuchi, Ryota 
Iwasa, Ruichi Furukawa, Rumiko Ishikawa, 
Aisaku Osamura, Kentaro Nakamura, 
Hiroshi Aoki, Yasushi Yoshimatsu, Yukiko 
Tsuda, Nobuo Takada, Yasuo Suzuki 

The combination of CT enterography 
and balloon enteroscopy is useful for 
assessment of clinical outcomes in 
patients with Crohn's disease 

The 3rd annual meeting of 
AOCC 

Beijing, 
China 

2015 年 6月 20 日 

Ken Takeuchi The Usefulness of CT Images for 
Assessing Inflammation in Patients 
With IBD 

The 3rd annual meeting of 
AOCC 

Beijing, 
China 

2015 年 6月 19 日 

Hiroaki Iwashita, Akihiro Yamada, Ken 
Takeuchi, Taiki Sasaki, Masao Katsumata, 
Miyuki Miyamura, Hidemasa Kikuchi, Ryota 
Iwasa, Ryuichi Furukawa, Aisaku Osamura, 
Kentaro Nakamura, Hiroshi Aoki, Yasushi 
Yoshimatsu, Yukiko Tsuda, Nobuo Takada, 
Yasuo Suzuki 

Adalimumab concomitant therapy with 
immunomodulator is more effective 
than adalimumab monotherapy in 
patients with ulcerative colitis 

The 3rd annual meeting of 
AOCC 

Beijing, 
China 

2015 年 6月 19 日 

Ken Takeuchi, Miyamura Miyuki, Tsunetaka 
Arai, Akihiro Yamada, Rumiko Kasai, Yasuo 
Suzuki 

The Usefulness of Ultra-Low Dose CT 
Colonography for Assessing Mucosal 
Inflammation in Patients With 
Ulcerative Colitis 

DDW2015 Washington, 
USA 

2015 年 5月 17 日 

竹内 健 IBD における新しい画像診断とバイオ
マーカーによるマネジメント 

第 101 回日本消化器病学
会関東支部例会 

東京 2015 年 12 月 13 日 

竹内 健 潰瘍性大腸炎の新しい治療戦略～
T2T(treat to target)を用いて～ 

第 104 回日本消化器病学
会中国支部例会・第 115 回
日本消化器内視鏡学会中
国支部例会 

岡山 2015 年 12 月 5日 

K.Takeuchi,R Furukawa,Y Suzuki The Early Response to Tacro-limus is 
likely to be a Predictor of the 
Long-term Outcome in the Patients 
with Ulcerative Colitis 

JDDW2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

岩下裕明, 菊地秀昌, 山田哲弘, 佐々木大
樹, 勝俣雅夫, 宮村美幸, 岩佐亮太, 古川
竜一, 長村愛作, 中村健太郎, 青木 博, 
吉松安嗣, 津田裕紀子, 竹内 健, 高田伸
夫, 鈴木康夫 

クローン病におけるAdalimumab術後投
与(Re-set 療法)についての検討 

JDDW2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

菊地秀昌, 山田哲弘, 岩下裕明, 佐々木大
樹, 勝俣雅夫, 宮村美幸, 岩佐亮太, 古川
竜一, 長村愛作, 中村健太郎, 青木 博, 
吉松安嗣, 津田裕紀子, 竹内 健, 高田伸
夫, 鈴木康夫 

アダリムマブと免疫調節薬併用におけ
るクローン病治療の検討 

JDDW2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

宮村美幸, 山田哲弘, 菊地秀昌, 岩下裕
明, 佐々木大樹, 勝俣雅夫, 岩佐亮太, 古
川竜一, 長村愛作, 中村健太郎, 青木 
博, 吉松安嗣, 津田裕紀子, 竹内 健, 高
田伸夫, 鈴木康夫 

潰瘍性大腸炎の粘膜治癒における超低
線量 CT colonography と便中バイオマ
ーカーによる補完的診断の可能性につ
いての検討 

JDDW2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

竹内 健 これからの潰瘍性大腸炎の治療戦略 JWWD2015Tokyo 東京 2015 年 10 月 10 日 
竹内 健 難治性潰瘍性大腸炎治療におけるタク

ロリムスの位置付け 
JDDW2015Tokyo 東京 2015 年 10 月 8日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
竹内 健 【特別講演】「IBD における新しい横断

的画像診断法-CT/MR entetrography と 
CT colonography-」 

第 8回 NUIBD 研究会 東京 2015 年 9月 24 日 

山田哲弘, 竹内 健, 岩下裕明, 佐々木大
樹, 勝俣雅夫, 宮村美幸, 新井典岳, 菊地
秀昌, 岩佐亮太, 石川ルミ子, 古川竜一, 
長村愛作, 中村健太郎, 青木 博, 吉松安
嗣, 津田裕紀子, 高田伸夫, 鈴木康夫 

クローン病の予後予測における小腸バ
ルーン内視鏡と cross-sectional 
imaging による深部小腸評価の意義 

第 100 回日本消化器内視
鏡学会関東地方会 

東京 2015 年 6月 13 日 

竹内 健 【特別講演】「潰瘍性大腸炎の治療戦略
-免疫調節薬とBiologicsの適切な使用
法-」 

第 3回城南消化管
Biologics 研究会 

東京 2015 年 6月 11 日 

竹内 健 生物学的製剤時代の IBD 治療～クロー
ン病治療を中心として～ 

こうかんクリニカルカル
カンファレンス Vol.13 

川崎 2015 年 6月 5日 

宮村美幸, 竹内 健, 鈴木康夫 潰瘍性大腸炎の内視鏡的粘膜治癒の評
価における低線量 CT colonography と
バイオマーカーによる補完的診断の有
用性について 

第 89 回日本消化器内視鏡
学会総会 

名古屋 2015 年 5月 29 日 

竹内 健 「潰瘍性大腸炎に対する最適な
Biologics 治療」 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 25 日 

岩下裕明, 山田哲弘, 佐々木大樹, 勝俣雅
夫, 宮村美幸, 新井典岳, 菊地秀昌, 岩佐
亮太, 古川竜一, 曽野浩治, 長村愛作, 中
村健太郎, 青木 博, 吉松安嗣, 津田裕紀
子, 竹内 健, 高田伸夫, 鈴木康夫 

再燃寛解型潰瘍性大腸炎における再寛
解導入療法について 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 24 日 

菊地秀昌, 竹内 健, 岩下裕明, 山田哲
弘, 佐々木大樹, 勝俣雅夫, 宮村美幸, 新
井典岳, 岩佐亮太, 古川竜一, 曽野浩治, 
長村愛作, 中村健太郎, 青木 博, 吉松安
嗣, 高田伸夫, 鈴木康夫, 田中 宏, 大城
崇司, 大城 充, 岡住慎一 

潰瘍性大腸炎における中毒性巨大結腸
症の検討 

第 101 回日本消化器病学
会 

仙台 2015 年 4月 23 日 

山田哲弘, 竹内 健, 鈴木康夫 クローン病の予後予測における
cross-sectional imaging の有効性の
検討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 23 日 

山田哲弘, 竹内 健, 鈴木康夫 クローン病治療における
cross-sectional imaging の有効性の
検討 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 23 日 

竹内 健 「Treat to Target に基づく新しい IBD
診療」－バイオマーカーと新しい画像
診断法の使い方－ 

第6回北海道IBDネットワ
ーク学術講演会のご案内 

札幌 2015 年 3月 13 日 

竹内 健 【第一三共株式会社 共催教育講演】「小
腸疾患の新しい画像診断方法－CT 
enterography と MR enterography－」 

第 73 回千葉県外科医会 千葉 2015 年 3月 7日 

竹内 健 炎症性腸疾患診療の新しい考え方―
Treat to Target の概念と
Cross-Sectional Imaging― 

印旛志群医師会学術講演
会 

千葉 2015 年 3月 5日 

宮村美幸, 竹内 健, 鈴木康夫 粘膜治癒を目指した炎症性腸疾患の診
療～診断・治療～【潰瘍性大腸炎の内
視鏡的重症度と CT colonography の画
像所見の相関性と粘膜治癒評価の可能
性について】 

第 11 回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2015 年 2月 13 日 

Takagi T, Naito Y, Uchiyama K, Toyokawa 
Y, Hotta Y, Tanaka M, Yagi N, Itoh Y 

Assessment of endoscopic mucosal 
healing of ulcerative colitis using 
linked color imaging,a novel 
endoscopic enhancement system 

Asian Organisation Crohn 
and Colitis (AOCC) 2015 

Beijing, 
China 

2015 年 7月 21 日 

Fujii T, Takenaka K, Kitazume Y, Saito E , 
Matusoka K, Nagahori M, Ohtsuka K, 
Watanabe M 

Modifying and validating endoscopic 
and magnetic resonance scoring 
systems for the deep small intestine 
in Crohn’s disease 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s and Colitis 
(AOCC) 

Beijing 2015 年 6月 19 日 

Fujii T, Takenaka K, Kitazume Y, Saito E, 
Matusoka K, Nagahori M, Ohtsuka K, 
Watanabe M 

Modifying and validating endoscopic 
and magnetic resonance scoring 
systems for the deep small intestine 
in Crohn’s disease 

DDW2015 Washington, 
DC. 

2015 年 5月 17 日 

Nagahori M, Fujii T, Saito E, Matsuoka K, 
Ohtsuka K, Watanabe M,TMDU UC Cohort 
Study Group 

The prognosis of ulcerative colitis 
patients who are treated with 
corticosteroid in an academic 
inflammatory bowel disease center 
and community hospitals 

DDW2015 Washington, 
DC. 

2015 年 5月 16 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
柴田 勇, 荒木昭博, 福田将義, 岡田英理
子, 藤田めぐみ, 櫻井 幸, 根本泰宏, 新
田沙由梨, 野崎賢吾, 福島啓太, 北畑富貴
子, 東 正新, 大岡真也, 土屋輝一郎, 長
堀正和, 中村哲也, 朝比奈靖浩, 大塚和
朗, 渡辺 守 

Dieulafoy 潰瘍様の内視鏡所見を呈し
た小腸動静脈奇形の一例 

第 101 回 日本消化器病内
視鏡学会関東支部例会 

東京 2015 年 12 月 12 日 

武市瑛子, 大谷賢志, 藤井俊光, 松岡克
善, 櫻井 幸, 藤田めぐみ, 野崎賢吾, 福
田将義, 根本泰宏, 井津井康浩, 中川美
奈, 東 正新, 土屋輝一郎, 大岡真也, 長
堀正和, 渡辺 守, 荒木昭博, 大塚和朗, 
柿沼 晴, 朝比奈靖浩 

潰瘍性大腸炎に対する inflixmab 投与
により間質性肺炎が誘発されたと考え
られる一例 

日本消化器病学会関東支
部第 337 回例会 

東京 2015 年 12 月 5日 

竹中健人, 大塚和朗, 北詰良雄, 福田将
義, 野崎賢吾, 岩本史光, 木村麻衣子, 藤
井俊光, 松岡克善, 長堀正和, 渡辺 守 

クローン病小腸病変に対するバルーン
内視鏡および MRI 所見 

第 53 回小腸研究会 東京 2015 年 11 月 7日 

長堀正和, 河内修司, 花井洋行, 山本隆
行, 中村志郎, 渡辺 守, 日比紀文 

活動期及び寛解期潰瘍性大腸炎におけ
る経口 5-ASA 製剤治療に関する実態調
査 

JDDW2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

小林小の実, 遠藤 南, 重田綾子, 飯塚和
絵, 伊東英里, 望月奈穂子, 酒井英樹, 長
堀正和, 渡辺 守 

アザチオプリン投与例における 6-TGN
濃度の検討 

JDDW2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

大塚和朗, 長堀正和, 渡辺 守 炎症性腸疾患における内科・外科間の
治療連携 クローン病治療における生
物学的製剤と内視鏡治療・外科手術 

JDDW2015 東京 2015 年 10 日 8日 

堤 大樹, 秋山慎太郎, 松岡克善, 和田祥
城, 北畑富貴子, 福島啓太, 水谷知裕, 新
田沙由梨, 藤井俊光, 岡田英理子, 大島 
茂, 岡本隆一, 東 正新, 土屋輝一郎, 永
石宇司, 長堀正和, 中村哲也, 朝比奈靖
浩, 渡辺 守 

鋸歯状病変を合併した潰瘍性大腸炎関
連大腸腫瘍の一例 

日本消化器病学会関東支
部第 336 回例会 

東京 2015 年 9月 26 日 

引山智香, 大谷賢志, 勝倉暢洋, 藤井俊
光, 松岡克善, 水谷智裕, 大島 茂, 土屋
輝一郎, 岡本隆一, 東 正新, 永石宇司, 
長堀正和, 荒木昭博, 中村哲也, 渡辺 
守, 岡田英理子, 福田将義, 大塚和朗, 渡
邊 健, 石田信也 

クローン病で免疫調節薬による加療中
に好中球減少を認め、自己免疫性無顆
粒球症と診断した一例 

日本消化器病学会関東支
部第 335 回例会 

東京 2015 年 7月 18 日 

秋山慎太郎, 大岡真也, 水谷知裕, 松岡克
善, 藤井俊光, 岡田英理子, 大島 茂, 井
津井康浩, 中川美奈, 岡本隆一, 土屋輝一
郎, 柿沼 晴, 東 正新, 永石宇司, 中村
哲也, 長堀正和, 荒木昭博, 大塚和朗, 朝
比奈靖浩, 渡辺 守 

免疫染色が診断の一助となった肝内胆
管癌小腸転移の 1例 

第 100 回 日本消化器内視
鏡学会関東地方会 

東京 2015 年 6月 14 日 

三代博之, 井上恵美, 藤井俊光, 齊藤詠
子, 井津井康浩, 岡田英理子, 大島 茂, 
松岡克善, 中川美奈, 岡本隆一, 土屋輝一
郎, 柿沼 晴, 東 正新, 大岡真也, 永石
宇司, 中村哲也, 長堀正和, 荒木昭博, 大
塚和朗, 朝比奈靖浩, 渡辺 守 

周期的な腹痛・発熱を主訴とし MEFV 遺
伝子変異を認めた否定型家族性地中海
熱の 1例 

第 334 回 日本消化器病学
会関東支部例会 

東京 2015 年 5年 23 日 

秋山慎太郎, 藤井俊光, 長堀正和, 竹中健
人, 齊藤詠子, 大塚和朗, 渡辺 守 

高安動脈炎に合併した潰瘍性大腸炎症
例の検討 

第 101 回 日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 25 日 

齊藤詠子, 長堀正和, 渡辺 守 難治性潰瘍性大腸炎の適切な治療選択
とは? 難治性潰瘍性大腸炎における免
疫調節薬使用例の検討 

第 101 回 日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 25 日 

Hirai F, Ninomiya K. Diagnosis and treatment for small 
bowel disorders using double balloon 
enteroscopy 

XIX ADVANCED ENDOSCOPY 
COURSE 2015 

Bogota 2015 年 
1 月 29 日-30 日 

植田 剛, 小山文一, 中村信治, 錦織直
人, 井上 隆, 川崎敬次郎, 尾原伸作, 中
本貴透, 藤井久男, 中島祥介 

クローン病関連直腸肛門部癌症例の特
徴から見たサーベイランスの可能性に
ついて 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋観光
ホテル 

2015 年 11 月 13 日 

Hiroki S, Sakatani A, Fujiya M, Kashima 
S, Tanabe H, Dokoshi T, Tanaka K, Ueno N, 
Goto T, Inaba Y, Ito T, Moriichi K, Kohgo 
Y 

A bamboo-like appearance is a 
characteristic finding of the upper 
GI in patients with Crohn’s disease 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Beijing 2015 年 6月 20 日 

Ijiri M, Inaba Y, Fujiya M, Sato H, 
Sakatani A, Kohgo Y 

Clinical factors influencing 
secondary failure of infliximab 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Beijing 2015 年 6月 19 日 

Sakatani A, Fujiya M, Sato H, Ijiri M, 
Kohgo Y 

Administration of infliximab extends 
the duration until the first surgery 
in Crohn’s disease 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Beijing 2015 年 6月 19 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Fujiya M VTE complicating IBD: Are Asian 

patients at the same risk as 
Westerners? 

The 3rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Beijing 2015 年 6月 19 日 

Fujiya M, Kohgo Y Heterogeneous nuclear 
ribonucleoprotein A1 (hnRNP A1) 
improves the intestinal injury 
through upregulating trefoil factor 
2 in mice with anti-CD3-induced 
enteritis 

GI Research Academy 2014 Tokyo 2015 年 6月 12 日 

Dokoshi T, Inaba Y, Fujiya M, Tanaka H, 
Ueno N, Moriichi K, Tanabe H, Konishi H, 
Ikuta K, Ohtake T, Kohgo Y 

Rs4898 is a genetic variation 
associated with the susceptibility 
to esophageal achalasia 

DDW 2015 (AGA) Washington 
DC 

2015 年 5月 17 日 

Moriichi K, Fujiya M, Utsumi T, Ijiri M, 
Tanaka K, Sakatani A, Dokoshi T, 
Fujibayashi S, Nomura Y, Ueno N, Goto T, 
Kashima S, Sasajima J, Kohgo Y 

Quantification of autofluorescence 
imaging is useful for objectively 
assessing the severity of ulcerative 
colitis 

DDW 2015 (AGA) Washington 
DC 

2015 年 5月 17 日 

平野由紀子, 東大二郎, 二見喜太郎, 池田
裕一, 平野公一, 三宅 徹, 林 貴臣, 槇
研二, 山下りさこ, 山本 聡, 三上公治, 
前川隆文 

クローン病における内科と外科の相互
治療戦略 

第 77 回日本臨床外科学会
総会 

福岡国際会
議場 他 

2015 年 11 月 26 日 

平野由紀子, 二見喜太郎, 東大二郎, 三上
公治, 前川隆文 

BD に対する癌サーベイランスの現状と
今後の展望 クローン病における癌サ
ーベイランスとしての下部直腸肛門部
生検の可能性 

第 70 回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

名古屋観光
ホテル 他 

2015 年 11 月 14 日 

二見喜太郎, 東大二郎, 平野由紀子, 三上
公治, 前川隆文 

クローン病外科治療に対するより良い
施設間の連携を考える 

第 70 回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

名古屋観光
ホテル 他 

2015 年 11 月 14 日 

小山文一, 藤井久男, 杉田 昭, 池内浩
基, 福島浩平, 二見喜太郎, 中村信治, 植
田 剛, 錦織直人, 井上 隆, 川崎敬次
郎, 中本貴透, 尾原伸作, 吉川周作, 山岡
健太郎, 稲次直樹, 中島祥介 

潰瘍性大腸炎に合併する肛門病変の臨
床像とその対応－内科・外科間の治療
連携の必要性－ 

第 70 回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

名古屋観光
ホテル 他 

2015 年 11 月 14 日 

二見喜太郎 IBD に対する手術－開腹・腹腔鏡・ロ
ボット－ Surgery for IBD - Open, 
Laparoscopie & Robotic Surgery 

第 70 回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

名古屋観光
ホテル 

2015 年 11 月 13 日 

東大二郎, 二見喜太郎, 平野由紀子, 前川
隆文, 松井敏幸 

手術を必要とした高齢者潰瘍性大腸炎
症例の臨床的特徴と問題点 

第 70 回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

名古屋観光
ホテル 他 

2015 年 11 月 13 日 

東大二郎, 平野由紀子, 山下りさこ, 池田
裕一, 林 貴臣, 二見喜太郎, 前川隆文, 
松井敏幸 

クローン病に合併した下部消化管癌 第 40 回日本大腸肛門病学
会九州地方会 

沖縄県市町
村自治会館 

2015 年 9月 26 日 

東大二郎, 二見喜太郎, 平野由紀子, 池田
裕一, 平野公一, 三宅 徹, 三上公治, 高
橋宏幸, 山本 聡, 前川隆文 

Timing of surgical treatment for 
Crohn's disease (炎症性腸疾患に対す
る至適外科的介入) 

第 70 回日本消化器外科学
会総会 

アクトシテ
ィ浜松 他 

2015 年 7月 15 日 

山内亨介, 吉岡慎一郎, 森 敦, 福永秀
平, 山崎 博, 桑木光太郎, 竹田津英稔, 
光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

カプセル内視鏡検査にて小腸病変を観
察し得た Henoch-Schön1lein紫斑病の
1例 

第 312 回日本内科学会九
州地方会 

九州大学医
学部百年講
堂 

2016 年 1月 16 日 

前山泰彦, 永田 務, 大内彬弘, 野田哲
裕, 長田修一郎, 河野弘志, 秋葉 純, 荒
木由希子, 角間辰之, 光山慶一, 鶴田 
修, 鳥村拓司 

大腸病変における NBI 観察下 surface 
pattern･vascular pattern と病理組織
構築の関係 

第 106 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 100 回
日本消化器内視鏡学会九
州支部例会 合同 

福岡国際会
議場 

2015 年 12 月 4日 

吉岡慎一郎, 桑木光太郎, 福永秀平, 山内
亨介, 山崎 博, 竹田津英稔, 秋葉 純, 
光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司, 衣笠哲
史, 赤木由人 

潰瘍性大腸炎関連腫瘍の診断における
画像強調内視鏡の有用性 

第 106 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 100 回
日本消化器内視鏡学会九
州支部例会 合同 

福岡国際会
議場 

2015 年 12 月 4日 

永田 務, 大内彬弘, 前山泰彦, 火野坂
淳, 住江博明, 向笠道太, 上野恵里奈, 河
野弘志, 宗 祐人, 光山慶一, 鶴田 修, 
鳥村拓司 

肛門肝癌(扁平上皮癌)に対して内視鏡
的切除術を施行した 1例 

第 106 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 100 回
日本消化器内視鏡学会九
州支部例会 合同 

福岡国際会
議場 

2015 年 12 月 4日 

吉岡慎一郎, 鶴田 修, 福永秀平, 山内亨
介, 山崎 博, 前山泰彦, 桑木光太郎, 竹
田津英稔, 秋葉 純, 光山慶一, 鳥村拓
司, 赤木由人, 今村健太郎, 岩下明徳 

腸結核関連大腸癌の一例 第 106 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 100 回
日本消化器内視鏡学会九
州支部例会 合同 

福岡国際会
議場 

2015 年 12 月 4日 

林 大樹, 福永秀平, 竹田津英稔, 桑木光
太郎, 吉岡慎一郎, 山内亨介, 山崎 博, 
秋葉 純, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

神経線維腫症 1型の経過観察中に潰瘍
性大腸炎を発症した一例 

第 106 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 100 回
日本消化器内視鏡学会九
州支部例会 合同 

福岡国際会
議場 

2015 年 12 月 4日 

衣笠哲史, 光山慶一, 赤木由人 よりよい IBD 治療を目的とした内科
医・外科医の共通認識形成 

第 70 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

名古屋観光
ホテル、他 

2015 年 11 月 13 日 



学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
前山泰彦, 野田哲裕, 長田修一郎, 大内彬
弘, 永田 務, 吉田 光, 向笠道太, 住江
博明, 河野弘志, 秋葉 純, 荒木由布子, 
角間辰之, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

大腸病変における NBI 観察下 surface 
pattern ･ vascular pattern と病理組
織構築の relationship between NBI 
finding and pathology in colorectal 
tumor 

第 33 回日本大腸検査学会 都市センタ
ーホテル 

2015 年 11 月 7日 

桑木光太郎, 吉岡慎一郎, 山崎 博, 福永
秀平, 山内亨介, 竹田津英稔, 光山慶一, 
鳥村拓司 

顆粒球吸着療法で治療したクローン病
における FDG-PET の有用性の検討 

第 36 回日本アフェレシス
学会学術大会 

川越プリン
スホテル 

2015 年 10 月 30 日 

Yamasaki H, Nagayama K, Takedatsu H, 
Mitsuyama K, Torimura T 

Univariate analysis to examine 
predictors of response to 
leukocytapheresis for ulcerative 
colitis 

23rd JDDW グランドプ
リンスホテ
ル新高輪、他 

2015 年 10 月 8日 

吉岡慎一郎, 竹田津英稔, 桑木光太郎, 山
崎 博, 山内亮介, 福永秀平, 河野弘志, 
柳 忠宏, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

当院における未就園児に対する大腸内
視鏡検査の現状 

23rd JDDW グランドプ
リンスホテ
ル新高輪、他 

2015 年 10 月 8日 

竹田津英稔, 光山慶一, 鳥村拓司 炎症性腸疾患における Drug delivery 
system を利用したアンチセンス治療効
果の検討 

第 52 回日本消化器免疫学
会総会 

京王プラザ
ホテル東京 

2015 年 7月 30 日 

永田 務, 長田修一郎, 大内彬弘, 前山泰
彦, 秋葉 純, 河野弘志, 光山慶一, 鶴田 
修, 鳥村拓司 

鋸歯状病変を併存した大腸癌の臨床病
理学的特徴 

第 83 回大腸癌研究会 萃香園ホテ
ル 

2015 年 7月 3日 

杉山 元, 井手元晶子, 久賀征一郎, 坂田
雅浩, 堀まいさ, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥
村拓司 

虚血性腸炎型及び潰瘍型ループス腸炎
を来したMCTD-SLEオーバラップ症候群
の 1例 

第 105 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 99回
日本消化器内視鏡学会九
州支部例会 合同 

ホテルニュ
ー長崎 

2015 年 6月 19 日 

吉岡慎一郎, 光山慶一, 鶴田 修 画像強調内視鏡による潰瘍性大腸炎関
連腫瘍の観察 

第 101 回日本消化器病学
会総会 

仙台国際セ
ンター、他 

2015 年 4月 23 日 

星奈美子, 孝橋道敬, 山入春香, 具 潤
亜, 安冨栄一郎, 足立聡一郎, 大塚崇史, 
渡邉大輔, 大井 充, 吉田 優, 早川 
晶, 神保圭佑, 小林一郎, 東 健 

AIE-75 抗体陽性 IPEX 様症候群を呈し
た IgA 単独欠損症の 1女性例 

日本臨床免疫学会 神戸 2015 年 10 月 22 日 

星奈美子, 孝橋道敬, 大井 充, 大塚崇
史, 渡邉大輔, 安冨栄一郎, 足立聡一郎, 
吉田 優, 東 健 

選択的 IgA 欠損症に合併した抗 AIE-75
抗体陽性の自己免疫性腸症の 1例 

JDDW 2015 東京 2015 年 10 月 8日 

橋本祐子, 渡邉大輔, 具 潤亜, 山入春
香, 安冨栄一郎, 足立聡一郎, 大塚崇史, 
孝橋道敬, 大井 充, 星奈美子､ 吉田 
優, 東 健 

回盲部潰瘍切除後20年を経て難治性食
道潰瘍で再燃した単純性潰瘍の 1例 

第 103 回日本消化器病学
会近畿支部例会 

大阪 2015 年 9月 26 日 

Kenji Watanabe, Atsushi Noguchi, Takako 
Miyazaki, Kenichi Morimoto, Shuhei 
Hosomi, Tomomi Yukawa, Noriko Kamata, 
Hirokazu Yamgami, Shiro Nakamura, Tetsuo 
Arakawa 

Developments of novel diagnostic 
findings on capsule endoscopy in the 
small bowel of patients with Crohn’
s disease 

Falk Symposium 200 
Therapeutic Strategies 
in Diseases of the 
Digestive Tract – 
2015 and Beyond 

フライブルグ 2015 年 10 月 16 日 

Kenji Watanabe Evaluation of small bowel Crohn’s 
disease activity 

The 3rd Annual Meeting of 
AOCC AOCC Education 
Forum 

北京 2015 年 6月 19 日 

Kenji Watanabe, Atsushi Noguchi, Takako 
Miyazaki, Kenichi Morimoto, Shuhei 
Hosomi, Tomomi Yukawa, Noriko Kamata, 
Hirokazu Yamgami, Kazunari Tominaga, 
Toshio Watanabe, Yasuhiro Fujiwara, 
Shiro Nakamura, Hiroko Nebiki, Tetsuo 
Arakawa 

Developments of novel specific 
findings in diagnosis for patients 
with Crohn’s disease according to 
capsule endoscopic findings 

Digestive Disease Week 
2015 

ワシントン 2015 年 5月 18 日 

渡辺憲治, 野口篤志, 宮嵜孝子 クローン病小腸病変に対する新たなカ
プセル内視鏡診断基準の検討 

JDDW2015 東京 2015 年 10 月 10 日 

渡辺憲治 今や常識、カプセル内視鏡：進歩する
機器とメディカルスタッフの役割 

第 26 回近畿消化器内視鏡
技師会プラクティスセミ

ナー 

大阪 2015 年 7月 12 日 

渡辺憲治 潰瘍性大腸炎における GMA 寛解維持療
法の有用性の検討 

第 43 回日本潰瘍学会 ス
ポンサードシンポジウム2 

那覇 2015 年 6月 20 日 

渡辺憲治, 末包剛久, 山上博一 潰瘍性大腸炎サーベイランスにおける
自家蛍光内視鏡観察による negative 
selection の有用性 

第 101 回 日本消化器病学
会総会 

仙台 2015 年 4月 25 日 

 

  



知的財産権 

種 類 受付(識別)番号 出願日 
松井敏幸 
特許取得 

クローン病の活動性の分類 
第 5837761 号(2015.11.13 取得) 

2011 年 5月 11 日 

角田洋一 
特許出願 

特願 2015-91401 2015 年 4月 28 日 

藤谷幹浩 
その他(出願中) 

特願 2016-9224 2016 年 1月 20 日 

 

  



社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
鈴木康夫 
(東邦大学医療センター) 

なんでも健康相談【緑膿菌感染について教えて下さい】 NHK テレビ 
テキストきょうの健康 

2016 年 1月 21 日 

鈴木康夫 
(東邦大学医療センター) 

平成 27年度 千葉県難病指定医研修会プログラム 千葉県教育会館大ホール 2016 年 1月 17 日 

鈴木康夫 
(東邦大学医療センター) 

病態栄養教室：炎症性腸疾患(潰瘍性大腸炎・クローン
病)医療講演会【炎症性腸疾患の治療の基本と療養上の
注意点】 

千葉県習志野健康福祉センタ
ー 

2015 年 11 月 16 日 

鈴木康夫 
(東邦大学医療センター),  
本谷 聡 
(JA 北海道厚生連札幌厚生病院) 

炎症性腸疾患 週刊朝日 MOOK 
新「名医」の最新治療 

2016 年 11 月 20 日 

鈴木康夫 
(東邦大学医療センター) 

難病講演会：「潰瘍性大腸炎の最新医療情報」 千葉市総合保健医療センター 2015 年 9月 19 日 

鈴木康夫 
(東邦大学医療センター) 

なんでも健康相談【「潰瘍性大腸炎」はどんな病気で
しょう】 

NHK テレビ 
テキストきょうの健康 

2016 年 6月 21 日 

鈴木康夫 
(東邦大学医療センター) 

炎症性腸疾患診療の最新動向 青森 IBD 友の会 2015 年 4月 26 日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

ブレックファーストセミナー24 UC 診療“Trend View”
～バイオマーカーから腸内細菌まで～※第 90回 日本
消化器内視鏡学会総会 

東京 2015 年 10 月 10 日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

ランチョンセミナー28「クローン病の最適治療を考え
る～腸内環境因子による腸炎増悪メカニズム～」 今な
ぜ栄養療法に注目するのか－腸内環境の視点から－※
第 57 回 日本消化器病学会大会 

東京 2015 年 10 月 8日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

腸内細菌と健康の関わり、第 31回マルチビューセミナ
ー 

香川 2015 年 10 月 2日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

炎症性腸疾患の病態と腸内細菌の関わり、CD フォーラ
ム in Asahikawa 

旭川 2015 年 9月 4日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

炎症性腸疾患と腸内細菌の関わり、I-pentagon-IBD 
special meeting 

倉敷 2015 年 8月 3日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

腸内細菌と健康の関わり、糖尿病・栄養フォーラム 京都 2015 年 7月 15 日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

炎症性腸疾患の病態と腸内細菌の関わり、第 23回淀川
GI カンファレンス 

大阪 2015 年 7月 11 日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

炎症性腸疾患の病態と腸内細菌の関わり、第 30回北河
内炎症性腸疾患カンファレンス 

滋賀 2015 年 7月 4日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

日本消化器病学会近畿支部第 48回教育講演 大阪 2015 年 6月 28 日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

腸内細菌と健康の関わり、第 4回山形
metabolic-gastorenterology 研究会 

山形 2015 年 6月 26 日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

腸内細菌と健康の関わり、琵琶湖カンファレンス in 大
阪 

大阪 2015 年 6月 21 日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

炎症性腸疾患の病態と腸内細菌の関わり、宮崎消化器
学術集会 

宮崎 2015 年 6月 5日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

肥満腸内細菌の解析、生活習慣病と消化器疾患セミナ
ー 

大津 2015 年 6月 4日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

炎症性腸疾患の病態と腸内細菌の関わり、第 7回炎症
性腸疾患と免疫を語る会 

横浜 2015 年 6月 3日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

腸内細菌と健康の関わり、京都医師会 定例学術講演会 京都 2015 年 5月 9日 

安藤 朗 
(滋賀医科大学) 

甲賀湖南医師会学術集会 滋賀 2015 年 4月 25 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

IBD講演会in和歌山(潰瘍性大腸炎の手術適応とタイミ
ング－医療連携を考える－) 

和歌山 
(ダイワロイネットホテル和歌山) 

2015 年 12 月 03 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

第 2回大分 ERAS フォーラム(炎症性腸疾患手術症例の
現状) 

大分 
(レンブラントホテル大分) 

2015 年 11 月 17 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

平成27年度日本消化管学会教育集会(IBDに合併する癌
手術症例の現状) 

博多 2015 年 09 月 06 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

第 26 回参院炎症性腸疾患治療研究会(炎症性腸疾患手
術症例 最近の動向) 

松江(ホテル宍道湖) 2015 年 08 月 29 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

第 13 回 IBD Club Jr. Kyushu 研究会(炎症性腸疾患手
術症例の現状) 

福岡 2015 年 08 月 01 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

第 21 回日本家族性腫瘍学会学術集会(エキスパートに
学ぶ大腸全摘回腸嚢肛門(管)吻合術) 

さいたま 2015 年 06 月 05 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

第 9回多摩腸疾患カンファレンス(炎症性腸疾患の手術
のタイミング－内科的治療から外科的治療－) 

立川市 
(パレスホテル立川) 

2015 年 05 月 14 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

ヒュミラ 外科と内科 RTD in Sakura(クローン病手術
症例の現状) 

佐倉市 
(ウィシュトンホテル・ユーカリ) 

2015 年 05 月 08 日 



社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
池内浩基 
(兵庫医科大学) 

魚沼地区内科外科セミナー学術講演会(炎症性腸疾患
の手術のタイミング) 

新潟県十日町市 2015 年 03 月 03 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

松山外科会学術講演会(炎症性腸疾患の外科治療) 松山 
(国際ホテル松山南館) 

2015 年 02 月 26 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

第 9回 IBD ミーティング(炎症性腸疾患の外科治療－内
科から外科へのタイミングを中心に－) 

つくば市 
(オークラフロンティアホテル

つくば) 

2015 年 02 月 25 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

郡山 IBDカンファレンス(炎症性腸疾患の外科治療－内
科から外科へのタイミングを中心に－) 

郡山 
(ホテルハマツ 8階「金星」) 

2015 年 02 月 18 日 

池内浩基 
(兵庫医科大学) 

第 17 回北関東炎症性腸疾患研究会(炎症性腸疾患手術
症例の最近の動向) 

群馬 
(群馬ロイヤルホテル9Fガーデ

ニア) 

2015 年 02 月 06 日 

金井隆典 
(慶應義塾大学) 

夢のメディ神殿 2016 スペシャル BS 日テレ 2016 年 1月 31 日 

金井隆典 
(慶應義塾大学) 

情熱大陸 TBS 2016 年 1月 31 日 

金井隆典 
(慶應義塾大学) 

体内菌、ミクロの「医師団」 日本経済新聞 2015 年 7月 19 日 

金井隆典 
(慶應義塾大学) 

テクノランド ふん便微生物移植 腸難病 症状改善に
光 

日経産業新聞 2015 年 7月 13 日 

金井隆典 
(慶應義塾大学) 

第 26 回 HAB 研究機構 市民公開シンポジウム 昭和大学 上條講堂 2015 年 6月 27 日 

杉田 昭 
(横浜市立市民病院) 

難病治療の新しい動向－難病講座－ 
潰瘍性大腸炎とクローン病の外科治療 

東海大学伊勢原校舎 2015 年 11 月 5日 

杉田 昭 
(横浜市立市民病院) 

潰瘍性大腸炎・クローン病講演会 
潰瘍性大腸炎・クローン病の理解と治療、日常の過ご
し方 

横須賀保健所 2015 年 9月 4日 

杉田 昭 
(横浜市立市民病院) 

第 98 回九州大腸肛門病懇談会 
本邦における colitic cancer の診断と治療 

久留米 2015 年 2月 7日 

仲瀬裕志 
(京都大学) 

第 29 回医学会総会：カプセル内視鏡の役割―現在、そ
して未来に向けてー 

メルパルク京都 2015 年 4月 12 日 

中村志郎 
(兵庫医大) 

潰瘍性大腸炎栄養教室 兵庫医大病院 2015 年 5月 16 日 

福島浩平 
(東北大学) 

東北大学 REDEEM プロジェクト「医療工学技術者創生の
ための再教育システム」外科学各論(腹部一般外科) 

東京堂ホール 2015 年 7月 11 日 

松井敏幸 
(福岡大学筑紫病院) 

第 4回福岡大学筑紫病院 IBD センター市民公開講座 JR 九州ホール 2015 年 6月 14 日 

新井勝大 
(国立成育医療研究センター) 

NPO 法人日本炎症性腸疾患協会講演会・IBD の子どもた
ちの未来を開く 

東京山手メディカルセンター 2015 年 9月 19 日 

新井勝大 
(国立成育医療研究センター) 

病理アワー・小児科領域の NST ラジオ NIKKEI  
医療情報番組 

2015 年 8月 31 日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属 
あきた健康管理センター) 

秋田 IBD Expert Meeting(特別講演座長担当) イヤタカ 2015 年 12 月 10 日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属 
あきた健康管理センター) 

秋田県 IBD 講演会 2015(一般演題司会担当) ホテルメトロポリタン秋田 2015 年 9月 24 日 

石黒 陽 
(国立病院機構弘前病院) 

第 15 回医療講演＆患者交流会青森 IBD 友の会 青森市文化観光交流施設 2015 年 4月 26 日 

板橋道朗 
(東京女子医大第二外科) 

IBD 講演会・交流会 外科からみる IBD のがんについて 静岡がんセンター 2015 年 11 月 15 日 

板橋道朗 
(東京女子医大第二外科) 

第 38 回 JDDW2015 サテライトシンポジウム 73 CD の手
術と周術期管理 

東京 2015 年 10 月 9日 

板橋道朗 
(東京女子医大第二外科) 

第 38 回広島炎症性腸疾患研究会 炎症性腸疾患の手術
と周術期治療 

広島 2015 年 6月 25 日 

板橋道朗 
(東京女子医大第二外科) 

第 100 回日本消化器内視鏡学会 関東地方会 ランチョ
ンセミナー クローン病に対する適切な術後管理を考
える 

東京 2015 年 6月 13 日 

板橋道朗 
(東京女子医大第二外科) 

第 5回山陰大腸疾患研究会 炎症性腸疾患の手術と周術
期管理 

米子 2015 年 5月 16 日 

大川清孝 
(十三市民病院) 

日本消化器内視鏡学会第 39 回重点卒後教育セミナー 
IBD(UC+CD)と non-IBD の内視鏡的鑑別診断の極意 

東京ビックサイト 2016 年 2月 14 日 

大川清孝 
(十三市民病院) 

山口消化器学術講演会 炎症性腸疾患の鑑別診断－診
断困難例から学ぶ－ 

ANA クラウンプラザホテル宇部 2015 年 12 月 10 日 

大川清孝 
(十三市民病院) 

第 123回静岡県大腸疾患研究会 炎症性腸疾患の鑑別診
断－診断困難例から学ぶ－ 

静岡市医師会館 2015 年 11 月 28 日 

大川清孝 
(十三市民病院) 

第 69 回八ヶ岳消化器病研究会 炎症性腸疾患の鑑別診
断－診断困難例から学ぶ－ 

小諸グランドキャッスルホテル 2015 年 7月 31 日 

大川清孝 
(十三市民病院) 

沖縄消化器内視鏡会研究会 IBD と間違えてはいけない
疾患の鑑別診断－感染性腸炎を中心に－ 

沖縄県医師会館 2015 年 7月 18 日 



社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
大川清孝 
(十三市民病院) 

IBD 講演会 in 奈良 2015 IBD と間違えてはいけない疾
患の鑑別診断－感染性腸炎を中心に－ 

奈良ロイアルホテル 2015 年 7月 11 日 

大川清孝 
(十三市民病院) 

第 567回八戸胃腸研究会 炎症性腸疾患の鑑別診断－診
断困難例から学ぶ－ 

八戸グランドホテル 2015 年 7月 3日 

大川清孝 
(十三市民病院) 

第22回茨城県炎症性腸疾患研究会 IBDの鑑別診断－感
染性腸炎を中心に 

ホテルグランド東雲 2015 年 6月 24 日 

大川清孝 
(十三市民病院) 

第 44 回 IBD Club Jr 研究会 腸管感染症と IBD－潰瘍
性大腸炎との鑑別を中心 

経団連会館 2015 年 6月 6日 

加藤 順 
(和歌山県立医科大学) 

潰瘍性大腸炎とクローン病の理解と日常生活の注意点 岩出市 2016 年 1月 7日 

加藤 順 
(和歌山県立医科大学) 

JSIBD 教育セミナー：疾患活動性の評価法 東京 2015 年 11 月 3日 

加藤 順 
(和歌山県立医科大学) 

専門医でなくてもできる IBD 診療とその限界 岩出市 2015 年 7月 30 日 

竹内 健 
(東邦大学医療センター) 

難病相談事業 千葉市保健所 2016 年 2月 2日 

竹内 健 
(東邦大学医療センター) 

【講演】炎症性腸疾患の診断と治療の最前線 夷隅健康福祉センター 2015 年 11 月 12 日 

竹内 健 
(東邦大学医療センター) 

【講演】炎症性腸疾患の診断と治療の最前線 山武健康福祉センター 2015 年 10 月 29 日 

竹内 健 
(東邦大学医療センター) 

【講演】炎症性腸疾患の診断と治療の最前線 千葉県香取健康福祉センター 2015 年 10 月 20 日 

竹内 健 
(東邦大学医療センター) 

難病相談事業 千葉市保健所 2015 年 10 月 6日 

竹内 健 
(東邦大学医療センター) 

難病相談事業 千葉市保健所 2015 年 6月 16 日 

竹内 健 
(東邦大学医療センター) 

【佐倉地区医師会 市民公開講座】ヘリコバクター・ピ
ロリ菌の除菌による胃がん予防～がんの予防は早期発
見とともにとても重要です～ 

佐倉市民 
音楽ホール 

2015 年 2月 15 日 

竹内 健 
(東邦大学医療センター) 

難病相談事業 千葉市保健所 2015 年 2月 3日 

藤井久男(奈良県立医科大学附属 
病院中央内視鏡・超音波部) 

難病医療相談 奈良県難病相談支援センター 2015 年 8月 20 日 

藤谷幹浩 
(旭川医科大学) 

腸内細菌と健康～腸内環境を整えて元気になろう！～ 中標津経済センター 2015 年 11 月 14 日 

藤谷幹浩 
(旭川医科大学) 

腸内細菌と健康～腸内環境を整えて元気になろう！～ 北見市民会館 2015 年 10 月 31 日 

藤谷幹浩 
(旭川医科大学) 

胃・大腸癌の予防と早期発見 旭川市 2015 年 9月 30 日 

二見喜太郎 
(福岡大学筑紫病院外科) 

Humira Clinical Conference in Nara  
炎症性腸疾患と肛門病変 

奈良市 2015 年 10 月 31 日 

二見喜太郎 
(福岡大学筑紫病院外科) 

第 17 回筑後 IBD を学ぶ会 
IBD 診療における連携を考える 
－ 37 年の臨床経験を振り返って － 

久留米市 2015 年 10 月 2日 

二見喜太郎 
(福岡大学筑紫病院外科) 

第 43 回福岡肛門疾患懇談会 
肛門領域の腫瘍性病変 

福岡市 2015 年 6月 20 日 

二見喜太郎 
(福岡大学筑紫病院外科) 

第 6回千葉 IBD 学術講演会 
IBD 肛門病変の診断と治療 

千葉市 2015 年 3月 21 日 

二見喜太郎 
(福岡大学筑紫病院外科) 

第 12 回中越 IBD 研究会 
IBD 診療における内科・外科のコラボーレーション 
－ 生産性の向上を目指して － 

長岡市 2015 年 3月 9日 

二見喜太郎 
(福岡大学筑紫病院外科) 

第 9回熊本 IBD カンファランス 
外科医からみた IBD 関連腫瘍の問題点 

熊本市 2015 年 2月 6日 

渡辺憲治 
(大阪市立総合医療センター) 

第 16 回長野県クローン病市民公開講座 、クローン病、
近年の診療の進歩 共に未来へ！  

松本市中央公民館 
「Ｍウイング」 

2015 年 11 月 28 日 

 
 


